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令和６年度 予算

　3月定例会を6日から21日までの16日間開催しました。人事案件 4件、請負契
約の変更 1件、条例の一部改正、補正予算、令和 6年度の当初予算等を含む52議
案が提案され、原案どおり可決し陳情 2件は採択しました。請願 1件は採択、1件を
一部採択としました。また追加議案として、議員発議 5件が可決されました。

1 億 623 万円1 億 623 万円
［0.9%］［0.9%］

5 億5 億
3,054 万円3,054 万円

［42.4%］［42.4%］ ・ 3 歳児以上の完全給食を実施できるように体
制を整えます。

保育所運営費保育所運営費�� 3 億 4,785 万円

・ 人工芝と野外ベンチを設置します。

子育て支援センター管理費子育て支援センター管理費�� 272 万円

・郡家ドーム横の広場の人工芝を改修します。

こども広場人工芝改修工事こども広場人工芝改修工事�� 1,028 万円

・ 町内者 10 万円、町外者 20 万円、子育て
世帯上乗せ10万円補助します。

住宅取得支援事業補助金住宅取得支援事業補助金�� 900 万円

・ 八頭町産木材を利用する住宅等建設に補助し
ます。

八頭町産木材利用八頭町産木材利用��
200 万円促進事業費補助金促進事業費補助金

・ 耐震性調査、改修される個人宅に補助しま
す。

耐震改修等事業費耐震改修等事業費�� 1,186 万円

・ 保険適用されるものでも条件に合えば助成し
ます。

特定不妊治療特定不妊治療（町単独分）（町単独分）���� 120 万円

・ 出生祝い金が3万円支給から5万円へ増額
します。

出生祝い金�出生祝い金� 500 万円

移住定住

子どもファースト
ココに

注目！！

移住定住センター（安部駅前）

船岡保育所
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令和６年度 予算
人口減少に歯止めを !!人口減少に歯止めを !!

一般会計
歳　出
116億

6,000万円
民生費民生費

農林水産業費農林水産業費

予備費等

1 億 623 万円1 億 623 万円
［0.9%］［0.9%］

17 億 1,822 万円17 億 1,822 万円
［14.7%］［14.7%］

36 億 2,147 万円36 億 2,147 万円
［31.1%］［31.1%］

6 億 9,608 万円6 億 9,608 万円
［6.0%］［6.0%］

14 億 359 万円14 億 359 万円
［12.0%］［12.0%］

1 億 1,912 万円1 億 1,912 万円［1.0%］［1.0%］

14 億 9,182 万円14 億 9,182 万円
［12.8%］［12.8%］

13 億 4,673 万円13 億 4,673 万円
［11.6%］［11.6%］

4,921 万円4,921 万円
［0.4%］［0.4%］

特
別
会
計

◦国民健康保険 18億6,100万円 ◦財産区
（上私都・市場・覚王寺・上津黒・篠波・大江） 3,370万円

◦介護保険 23億3,100万円 ◦後期高齢者医療 2億7,180万円

◦宅地造成 300万円 ◦墓地会計 90万円

事業
会計 ◦簡易水道事業会計 2億8,200万円 ◦下水道事業会計 13億3,500万円

一般会計
歳　入
116億

6,000万円

町税
12億

5,210万円

自主
財

源

                
 源

　

財
　
存
　

依

町民税町民税

固定資産税固定資産税

軽自動車税

5 億5 億
3,054 万円3,054 万円

［42.4%］［42.4%］

5 億 5,160 万円5 億 5,160 万円
［44.1%］［44.1%］

9,046 万円9,046 万円
［7.2%］［7.2%］

7,950 万円7,950 万円
［6.3%］［6.3%］

3 億 4,202 万円3 億 4,202 万円
［3.0%］［3.0%］

6 億 52 万円 6 億 52 万円 
［5.2%］［5.2%］

52 億 70 万円 52 億 70 万円 
［44.6%］［44.6%］

10 億 2,544 万円 10 億 2,544 万円 
［8.8%］［8.8%］

10 億 5,532 万円 10 億 5,532 万円 
［9.0%］［9.0%］

13 億 350 万円 13 億 350 万円 
［11.2%］［11.2%］

8 億 8,040 万円8 億 8,040 万円［7.5%］［7.5%］

分担金及び負担金等

地方贈与税、地方消費税交付金等　

地方交付税地方交付税

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

町債町債

繰入金繰入金

町たばこ税

公債費公債費

教育費教育費

議会費

総務費総務費

衛生費衛生費

商工費

土木費土木費6 億 5,729 万円6 億 5,729 万円［5.6%］［5.6%］

消防費消防費4 億 5,024 万円4 億 5,024 万円［3.9%］［3.9%］

12 億 5,210 万円12 億 5,210 万円
［10.7%］［10.7%］

町税町税
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向
い
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
で
反
対
す

る
。

賛
成
討
論　

川
西　

聡 

議
員

　

国
会
・
県
議
会
・
市
議
会
等
の
議
員
の

不
祥
事
は
、
議
員
の
存
在
自
体
が
住
民
の

非
難
の
そ
し
り
を
免
れ
得
な
い
が
本
町
議

会
は
一
般
質
問
の
実
施
、
議
会
運
営
、
議

会
広
報
、
Ｄ
Ⅹ
等
で
頑
張
っ
て
い
る
。
15

年
間
据
え
置
き
な
の
で
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論　

奥
田　

の
ぶ
よ 

議
員

　

議
論
や
行
程
を
踏
ん
で
の
今
回
の
上
程

と
な
る
。
悩
ん
で
議
論
し
、
ま
と
め
上
げ

て
報
告
し
た
結
果
の
答
申
を
深
く
受
け
止

め
て
今
回
の
条
例
改
正
と
な
っ
た
。
今
後

は
議
員
も
さ
ら
に
研
鑽
を
深
め
、
議
会
改

革
を
推
進
し
た
い
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

◇
議
案
第
14
号
（
可
決
）

八
頭
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

主
な
議
案

◇
議
案
第
２
、
３
、
４
号
（
同
意
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦　
（
敬
称
略
）

　

湯
浅
宗
生
、
宮
田
玲
子
、
上
島
和
彦

◇
議
案
第
５
号
（
同
意
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
敬
称
略
）

　

小
林　

傅

◇
議
案
第
７
号(

可
決)

八
頭
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変

更
　
「
八
頭
町
防
災
行
政
無
線
の
操
作
卓
の

更
新
」、「
東
部
広
域
の
消
防
関
連
施
設
及

び
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
更
新
」

等
を
事
業
に
追
加
し
、
計
画
を
変
更
す
る

も
の

◇
議
案
第
13
号
（
可
決
）

八
頭
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
６
年
２
月
７
日
付
で
八
頭
町
特
別

職
等
審
議
会
よ
り
答
申
の
あ
っ
た
内
容
に

つ
い
て
、
答
申
内
容
を
尊
重
し
た
報
酬
の

額
と
す
る
た
め
、
議
会
議
員
報
酬
額
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　

月
額
報
酬

議　

長
【
変
更
前
】
31
万
３
千
円　

　
　
　　
【
変
更
後
】
32
万
９
千
円

副
議
長
【
変
更
前
】
23
万
３
千
円

　
　
　　
【
変
更
後
】
25
万
２
千
円

委
員
長
【
変
更
前
】
22
万
５
千
円

　
　
　　
【
変
更
後
】
24
万
４
千
円

議　

員
【
変
更
前
】
21
万
７
千
円

　
　
　　
【
変
更
後
】
23
万
７
千
円

反
対
討
論　

森　

亜
紀
子 

議
員　

　

議
会
が
報
酬
審
議
会
の
調
査
を
依
頼
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
が
発
議
す
る
の
が
本

来
の
あ
り
か
た
と
考
え
る
。
議
会
報
告
会

で
各
種
団
体
に
説
明
を
し
た
が
、
広
く
町

民
に
説
明
や
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

前
田　

幸
己 
議
員

　

議
会
の
あ
り
か
た
は
議
会
改
革
調
査
推

進
特
別
委
員
会
で
議
論
し
て
い
る
が
、
報

酬
に
つ
い
て
は
報
酬
審
議
会
が
審
議
し
答

申
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
適
当
と

考
え
賛
成
す
る
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也 

議
員　

　

令
和
２
年
に
報
酬
審
議
会
が
出
し
た
額

は
６
千
円
ア
ッ
プ
で
、
理
由
は
若
い
人
の

な
り
手
不
足
。
今
回
、
改
選
で
出
て
き
た

若
い
方
は
現
状
維
持
を
主
張
し
た
。
話
の

流
れ
が
違
う
と
思
う
。
ま
た
、
経
済
は
上

　

八
頭
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
よ
り
答

申
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
答
申
内
容

を
尊
重
し
た
報
酬
額
と
す
る
た
め
、
監
査

委
員
報
酬
額
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。
さ
ら
に
八
頭
町
情
報
公
開
審
査

会
並
び
に
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
つ
い

て
は
、
鳥
取
県
へ
事
務
委
託
す
る
こ
と
に

伴
い
、
委
員
報
酬
が
不
要
と
な
る
こ
と
か

ら
本
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の

　

月
額
報
酬　

代
表
監
査
委
員
【
変
更
前
】 

４
万
円

　
　
　
　　
　
　
【
変
更
後
】
４
万
８
千
円

◇
議
案
第
17
号
（
可
決
）

八
頭
町
会
計
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
会

計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
勤
勉
手
当
の

支
給
が
可
能
と
な
り
、
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
の
勤
勉
手
当
の
支
給
を
可
能
に
す
る

た
め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

◇
議
案
第
18
号
（
可
決
）

八
頭
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
会

計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
勤
勉
手
当
の

支
給
が
可
能
と
な
り
、
育
児
休
業
中
の
会

計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
勤
勉
手
当
の
支
給

令
和
６
年
３
月
定
例
会

本会議場
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を
可
能
と
す
る
よ
う
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

◇
議
案
第
19
号
（
可
決
）

八
頭
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

現
在
、
指
定
管
理
施
設
に
か
か
る
事
業

報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
毎
年
度
終
了
後

30
日
以
内
と
定
め
て
い
る
が
、
指
定
管
理

者
の
多
く
が
３
月
を
決
算
月
と
し
、
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
総
会
等
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
事
業
決
算
事
務
を
考
慮
し
た

事
業
報
告
書
の
提
出
時
期
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

◇
議
案
第
20
号
（
可
決
）

八
頭
町
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
き
で
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
、
及
び
情
報
連
携
に
係
る
見
直
し
や

同
法
に
規
定
す
る
個
人
番
号
の
利
用
範
囲

を
定
め
る
別
表
の
廃
止
等
の
規
定
整
理
に

対
応
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の

◇
議
案
第
23
号
（
可
決
）

八
頭
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
条
例
の

一
部
改
正

　

現
在
、
２
箇
所
で
運
営
し
て
い
る
船
岡

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
新
施

設
で
運
営
で
き
る
こ
と
か
ら
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

◇
議
案
第
24
号
（
可
決
）

八
頭
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

町
営
住
宅
の
入
居
に
際
し
て
は
、
町
内

在
住
の
個
人
の
連
帯
保
証
人
２
人
を
た
て

る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
鳥
取
県
居
住
支

援
協
議
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
町
内
在

住
の
規
定
を
廃
止
し
、
連
帯
保
証
人
を
２

人
か
ら
１
人
に
変
更
す
る
こ
と
、
ま
た
民

間
の
家
賃
債
務
業
者
と
家
賃
に
関
す
る
保

証
委
託
契
約
を
結
ん
だ
者
に
つ
い
て
は
、

個
人
の
保
証
人
を
免
除
で
き
る
こ
と
な
ど

の
入
居
条
件
を
緩
和
す
る
た
め
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

◇
議
案
第
40
号
（
可
決
）

令
和
６
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
予
算

　

１
１
６
億
６
，
０
０
０
万
円
を
計
上
。

前
年
度
比
較
は
率
で
０
．
３
％
の
減
。

（
主
な
歳
出
）

旧
八
東
小
学
校
除
却
事
業
費

 

２
億
３
，
５
２
４
万
円

郡
家
東
小
学
校
改
修
事
業
費

 

５
億
４
２
９
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業
費

 

１
億
２
，
６
３
３
万
円

大
御
門
体
育
セ
ン
タ
ー
管
理
費

 

３
，
５
５
１
万
円

船岡児童クラブ

町営住宅（国中）旧八東小学校

改修中の郡家東小学校大御門体育センター
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発　

議

◇
発
議
第
１
号
（
可
決
）

八
頭
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

①
一
般
質
問
の
取
扱
い
を
「
八
頭
町
議
会

の
運
営
に
関
す
る
基
準
」
で
定
め
る
。

②
会
議
等
を
公
用
情
報
通
信
機
器
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

③
八
頭
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
を
公
用

情
報
機
器
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る

こ
と
と
す
る
。

　

以
上
の
目
的
で
規
則
の
一
部
改
正
を
す

る
も
の

◇
発
議
第
２
号
（
可
決
）

八
頭
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　

会
議
等
を
公
用
情
報
機
器
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
で
出
来
る
こ
と
と
す
る
。

　

以
上
の
目
的
で
条
例
の
一
部
改
正
を
す

る
も
の

◇
発
議
第
３
号
（
可
決
）

八
頭
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

現
在
、
本
条
例
中
に
あ
る
審
査
請
求
に

つ
い
て
、「
八
頭
町
情
報
公
開
条
例
」
に

基
づ
く
「
八
頭
町
情
報
公
開
審
査
会
」
へ

諮
問
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
を
、
鳥

取
県
へ
事
務
委
託
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関

連
す
る
条
文
の
一
部
改
正
を
す
る
も
の

◇
発
議
第
４
号
（
可
決
）

「
子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の

引
き
上
げ
と
、
労
働
条
件
改
善
に
よ
る
保

育
士
の
増
員
と
さ
ら
な
る
賃
金
引
上
げ
を

求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

　

現
在
の
保
育
士
配
置
基
準
は
不
十
分
で

あ
る
た
め
、増
員
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
の
諸
点
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の

①
配
置
基
準
の
改
善
を
速
や
か
に
実
施
す

る
こ
と
。

②
配
置
基
準
の
改
善
は
基
準
の
改
定
で
実

施
す
る
こ
と
。

③
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま
え
、
更
な
る
配

置
基
準
の
引
き
上
げ
に
着
手
す
る
こ
と
。

④
保
育
士
の
賃
金
引
上
げ
な
ど
の
労
働
条

件
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ

と
。

◇
発
議
第
５
号(

可
決)

「
食
料
自
給
率
向
上
を
政
府
の
法
的
義
務

と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

　

食
料
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
も
、
国
民

を
飢
え
さ
せ
な
い
こ
と
、
安
定
的
に
食
料

を
確
保
す
る
こ
と
は
国
の
基
本
的
な
責
務

で
あ
り
食
料
自
給
率
目
標
を
定
め
る
基
本

計
画
を
国
会
承
認
制
と
し
、
政
府
の
法
的

義
務
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
政
府

に
要
望
す
る
。

請　

願

◇
請
願
第
１
号
（
一
部
採
択
）

本
町
の
医
療
環
境
の
再
整
備
を
求
め
る
請

願
書

【
請
願
者
】
稲
荷
区
長
ほ
か
13
人

【
請
願
紹
介
議
員
】　

山
根
張
太
郎　

【
請
願
事
項
】　

①
「
公
設
民
営
」
の
診
療
所
を
開
設
す
る
。

②
夜
間
、
休
日
等
の
対
応
可
能
な
診
療
所

と
す
る
。　

③
八
頭
町
内
外
の
病
院
等
診
療
機
関
へ
の

通
院
交
通
費
の
補
助
制
度
を
新
設
す
る
。

　

請
願
審
査
を
付
託
さ
れ
た
産
業
福
祉
常

任
委
員
会
、
栄
田
秀
之
委
員
長
の
審
査
結

果
の
報
告
＝
一
部
採
択
と
い
た
し
た
い
。

　

請
願
項
目
１
、
採
択　

理
由
は
請
願
の

趣
旨
を
認
め
た
。

　

請
願
項
目
２
、
不
採
択　

理
由
は
既
に

東
部
広
域
で
対
応
し
て
い
る
。

　

請
願
項
目
３
、
不
採
択　

理
由
は
町
で

検
討
し
て
い
る
が
運
転
士
不
足
等
で
今
以

上
の
運
行
が
困
難
で
あ
る
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也 

議
員　

　
「
公
設
民
営
」
の
開
設
に
対
し
町
長
は

民
業
圧
迫
に
繋
が
る
の
で
反
対
だ
と
発
言

し
て
い
る
。
従
来
の
行
政
の
意
向
に
沿
っ
た

結
論
の
出
し
方
に
逆
行
す
る
。
請
願
第
２

号
で
の
審
査
で
は
議
長
が
「
あ
り
得
な
い
」

と
発
言
し
て
い
る
。
項
目
１
は
反
対
だ
。

賛
成
討
論　

奥
田
の
ぶ
よ 

議
員

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
先
を
見
据
え
た
八
頭

町
の
医
療
体
制
を
考
え
た
ら
、
移
動
医

療
、
通
信
で
の
医
療
な
ど
行
政
の
力
が
必

要
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
て
い
た

だ
き
、早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

項
目
１
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論　

森　

亜
紀
子 

議
員　

　

医
療
の
充
実
を
求
め
て
町
村
会
は
県
に

要
望
す
る
重
要
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
県

は
鳥
取
大
学
と
の
連
携
や
医
師
の
招
聘
な

ど
医
療
支
援
も
検
討
し
て
い
る
。
公
設
民

営
の
医
療
機
関
と
い
う
箱
も
の
で
は
な

く
、
医
療
確
保
の
た
め
に
は
医
師
の
確
保

が
必
要
だ
。

賛
成
討
論　

矢
部　

啓
祐 

議
員

　

本
町
議
会
は
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
を

委
員
会
に
付
託
し
委
員
会
が
意
見
を
交
わ

し
て
議
論
を
行
い
審
議
結
果
を
出
す
「
委

員
会
制
度
」
を
と
っ
て
い
る
。
委
員
会
の

出
し
た
結
論
を
尊
重
し
て
、
項
目
１
に
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論　

川
西　

聡 

議
員

　

本
町
の
医
療
整
備
が
不
十
分
な
の
で
、

公
設
民
営
で
あ
れ
何
で
あ
れ
、
ど
う
に
か

検
討
し
て
自
分
た
ち
の
医
療
を
確
保
し
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
住
民
の
願
意
で
あ

る
。
採
択
す
れ
ば
行
政
に
は
報
告
の
義
務

が
生
じ
る
。
よ
っ
て
項
目
１
に
は
賛
成
す

る
。
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賛
成
討
論　

岡
嶋　

正
広 

議
員

　

請
願
事
項
１
に
つ
い
て
、
公
設
民
営
に

も
様
々
な
形
態
が
あ
る
。
し
か
し
請
願
書

で
は
休
院
し
た
施
設
の
利
用
等
を
特
定
し

て
い
る
の
で
い
か
が
か
と
は
思
う
が
、
町

民
か
ら
の
請
願
で
あ
り
本
町
の
医
療
機
関

の
現
状
か
ら
見
て
賛
成
す
る
。

採
　
決
　

請
願
項
目
１
、
賛
成
多
数
で
採
択

請
願
項
目
２
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

請
願
項
目
３
、
賛
成
少
数
で
不
採
択　

以

上
に
よ
り
一
部
採
択
と
決
定

◇
請
願
２
号
（
採
択
）

町
に
対
し
船
岡
地
域
に
買
い
物
施
設
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
る
請
願

【
請
願
者
】
坂
町
区
長
ほ
か
４
人

【
請
願
紹
介
議
員
】

岡
嶋
正
広
、
中
村
美
鈴

【
請
願
事
項
】
ト
ス
ク
船
岡
店
に
替
わ
る

施
設
と
し
て
、
船
岡
地
域
の
交
通
の
便
が

優
れ
た
場
所
に
買
い
物
施
設
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
議
会
と
し
て
町
行
政

に
お
願
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

請
願
審
査
を
付
託
さ
れ
た
総
務
教
育
常

任
委
員
会
、
川
西
美
恵
子
委
員
長
の
審
査

結
果
の
報
告
＝
不
採
択
と
い
た
し
た
い
。

　

理
由
は
買
い
物
施
設
の
場
所
、
施
設
規

模
、
運
営
方
法
等
が
不
明
な
た
め
。

賛
成
討
論　

岡
嶋　

正
広 

議
員

　

民
間
活
力
に
よ
り
買
い
物
施
設
が
設
置

さ
れ
て
営
業
で
き
る
団
体
が
い
る
な
ら

ば
、
こ
の
様
な
状
況
に
は
な
ら
な
い
。
町

の
周
辺
部
に
位
置
す
る
船
岡
地
域
で
は
公

の
支
援
が
必
要
だ
。
よ
っ
て
本
請
願
に
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論　

森　

亜
紀
子 

議
員

　

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
は
過
去
に
一
般

質
問
を
し
て
き
た
。
こ
の
請
願
に
は
公
設

民
営
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
様
々
な
検
討

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
買
い

物
支
援
の
検
証
、
施
設
設
置
も
視
野
に
入

れ
利
便
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論　

小
原　

徹
也 

議
員

　

船
岡
ト
ス
ク
閉
店
の
後
、
地
元
の
民
間

の
業
者
が
動
い
て
町
長
も
「
何
と
か
し
な

け
れ
ば
」
と
努
力
し
た
経
緯
が
あ
る
。
地

域
の
区
長
の
方
々
の
請
願
で
あ
る
が
、
内

容
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。
し

か
し
、
地
元
住
民
の
要
望
で
あ
り
賛
成
す

る
。

反
対
討
論　

矢
部　

啓
祐 

議
員　

　

先
程
、
委
員
会
の
審
議
の
結
果
は
尊
重

す
る
べ
き
で
あ
る
と
発
言
し
た
が
、
議
員
各

位
が
日
々
見
識
を
広
め
、
住
民
の
声
も
聞
い

て
出
さ
れ
た
委
員
会
の
結
論
で
あ
り
、
委

員
会
の
決
定
を
尊
重
す
る
。

賛
成
討
論　

川
西　

聡 

議
員

　

こ
の
請
願
審
査
は
意
見
が
多
く
分
か
れ

た
の
で
継
続
が
正
し
い
。
し
か
し
、
採
択

か
不
採
択
を
諮
る
の
で
あ
れ
ば
住
民
か
ら

の
請
願
で
も
あ
り
、
採
択
だ
。
そ
れ
こ
そ

不
採
択
の
理
由
の
内
容
を
町
に
検
討
し
て

貰
え
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

反
対
討
論　

川
西　

美
恵
子 

議
員　

　

紹
介
議
員
の
２
人
の
説
明
に
食
い
違
い
が

あ
る
。
施
設
内
容
・
場
所
・
運
営
形
態
が

不
明
で
あ
り
判
断
で
き
な
い
と
い
う
意
見
が

多
か
っ
た
。
採
択
し
た
場
合
、
総
務
教
育

常
任
委
員
会
と
し
て
政
治
的
・
道
義
的
な

責
任
を
負
え
な
い
と
判
断
し
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

中
村　

美
鈴 

議
員

　

本
町
は
、
３
町
が
合
併
し
て
以
来
、
約

20
年
に
な
る
。
ト
ス
ク
が
閉
店
と
な
り
、

そ
の
為
町
は
火
が
消
え
た
よ
う
で
あ
る
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
観
点
か
ら
賛
成

だ
。採

　
決
　

　

賛
成
多
数
に
よ
り
採
択
と
決
定

令
和
６
年

第
１
回
臨
時
会

１
月
31
日

◇
議
案
第
１
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
予
算
総
額
に

１
億
１
，
６
３
０
万
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
４
億
２
，
８

１
４
万
５
千
円
と
す
る
も
の

（
主
な
歳
出
）　

低
所
得
者
支
援
・
定
額
減
税
補
足
給
付
金

事
業 

４
，
４
５
０
万
円

道
路
改
良
事
業 

３
，
７
５
０
万
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費　

 

２
，
４
５
０
万
円

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費　

 

△
２
億
３
１
０
万
円

＊
議
会
用
語
コ
ー
ナ
ー

請
願
と
は

　

国
民
を
は
じ
め
、
広
く
人
々
が
国
ま
た

は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
が

所
管
す
る
事
項
に
関
し
一
定
の
措
置
を
希

望
し
申
し
出
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
所
定
の
形
式
、
手
続
き
で
提
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
限
り
議
長
は
受
理
を

拒
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
請
願
者
は
議

長
あ
て
に
必
ず
議
員
の
紹
介
に
よ
り
請
願

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
こ
と
が
請
願
と
陳
情
の
大
き
な
違
い
で

す
。
請
願
の
紹
介
議
員
は
請
願
の
内
容
に

賛
同
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
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議 案 等 議 決 結 果議 案 等 議 決 結 果
（第１（第１回回臨時会・第臨時会・第２２回定例会）回定例会）

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
結

　
　果

件　　　　　名

森

　亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村

　美
鈴

前
田

　幸
己

矢
部

　啓
祐

灘
口

　茂
郎

岡
嶋

　正
広

栄
田

　秀
之

川
西

　
　聡

小
原

　徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方

　陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

第１回臨時会
1 令和５年度八頭町一般会計補正予算(第９号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第２回定例会
2 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること(その1) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

3 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること(その2) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

4 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること(その3) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

5 教育委員会委員の任命につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

6
八頭町公共下水道郡家浄化センター曝気機更新工事委託

に関する協定の一部を変更する協定締結
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

7 八頭町過疎地域持続的発展計画の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

8
八頭町と鳥取県の間における情報公開条例及び議会個人情報保護条例

に基づく合議制の機関に係る事務の委託に関する規約を定める協議
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

9 町有財産(建物)の処分(上野地区会館) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

10 財産の貸付(芸術文化交流プラザあーとふる八頭) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

11 字の区域の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

12 町道の路線認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

13 八頭町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

14
八頭町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

15 八頭町監査委員条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

16 八頭町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

17 八頭町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

18 八頭町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

19 八頭町公の施設の指定管理者の指定手続き等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

20
八頭町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

21 八頭町情報公開条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

22 八頭町集会所条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

23 八頭町放課後児童クラブ施設条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

24 八頭町営住宅条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

25
八頭町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

26 八頭町介護保険条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

賛成「○」、反対「×」で記載。議案の採決は、尾島議長を除く13人で行う。
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27
八頭町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

28
八頭町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

29
八頭町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準等を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

30
八頭町指定委託介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

31 令和５年度八頭町一般会計補正予算(第10号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

32 令和５年度八頭町国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

33 令和5年度八頭町簡易水道特別会計補正予算(第5号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

34 令和5年度八頭町公共下水特別会計補正予算(第5号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

35 令和5年度八頭町農業集落排水特別会計補正予算(第6号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

36 令和5年度八頭町介護保険特別会計補正予算(第3号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

37 令和5年度八頭町宅地造成特別会計補正予算(第1号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

38 令和5年度八頭町墓地特別会計補正予算(第1号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

39 令和5年度八頭町後期高齢者医療特別会計補正予算(第3号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

40 令和6年度八頭町一般会計予算 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

41 令和6年度八頭町国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

42 令和6年度八頭町介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

43 令和6年度八頭町宅地造成特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

44 令和6年度八頭町墓地特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

45 令和6年度八頭町後期高齢者特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

46 令和6年度八頭町上私都財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

47 令和6年度八頭町市場、覚王寺財産区地区別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

48 令和6年度八頭町上津黒、下津黒財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

49 令和6年度八頭町篠波財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

50 令和6年度八頭町大江財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

51 令和6年度八頭町簡易水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

52 令和6年度八頭町下水道等事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

53 令和5年度八頭町一般会計補正予算（第11号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議1号 八頭町議会会議規則の一部改正 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議2号 八頭町議会委員会条例の一部改正 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議3号 八頭町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議4号
「子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士

の増員と更なる賃金引き上げを求める意見書」の提出
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議5号 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める陳情書の提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
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（第１（第１回回臨時会・第臨時会・第２２回定例会）回定例会）

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
結

　
　果

件　　　　　名

森

　亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村

　美
鈴

前
田

　幸
己

矢
部

　啓
祐

灘
口

　茂
郎

岡
嶋

　正
広

栄
田

　秀
之

川
西

　
　聡

小
原

　徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方

　陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

第１回臨時会
1 令和５年度八頭町一般会計補正予算(第９号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第２回定例会
2 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること(その1) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

3 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること(その2) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

4 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること(その3) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

5 教育委員会委員の任命につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

6
八頭町公共下水道郡家浄化センター曝気機更新工事委託

に関する協定の一部を変更する協定締結
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

7 八頭町過疎地域持続的発展計画の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

8
八頭町と鳥取県の間における情報公開条例及び議会個人情報保護条例

に基づく合議制の機関に係る事務の委託に関する規約を定める協議
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

9 町有財産(建物)の処分(上野地区会館) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

10 財産の貸付(芸術文化交流プラザあーとふる八頭) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

11 字の区域の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

12 町道の路線認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

13 八頭町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

14
八頭町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

15 八頭町監査委員条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

16 八頭町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

17 八頭町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

18 八頭町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

19 八頭町公の施設の指定管理者の指定手続き等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

20
八頭町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

21 八頭町情報公開条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

22 八頭町集会所条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

23 八頭町放課後児童クラブ施設条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

24 八頭町営住宅条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

25
八頭町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

26 八頭町介護保険条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

賛成「○」、反対「×」で記載。議案の採決は、尾島議長を除く13人で行う。
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27
八頭町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

28
八頭町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

29
八頭町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準等を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

30
八頭町指定委託介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

31 令和５年度八頭町一般会計補正予算(第10号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

32 令和５年度八頭町国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

33 令和5年度八頭町簡易水道特別会計補正予算(第5号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

34 令和5年度八頭町公共下水特別会計補正予算(第5号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

35 令和5年度八頭町農業集落排水特別会計補正予算(第6号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

36 令和5年度八頭町介護保険特別会計補正予算(第3号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

37 令和5年度八頭町宅地造成特別会計補正予算(第1号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

38 令和5年度八頭町墓地特別会計補正予算(第1号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

39 令和5年度八頭町後期高齢者医療特別会計補正予算(第3号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

40 令和6年度八頭町一般会計予算 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

41 令和6年度八頭町国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

42 令和6年度八頭町介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

43 令和6年度八頭町宅地造成特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

44 令和6年度八頭町墓地特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

45 令和6年度八頭町後期高齢者特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

46 令和6年度八頭町上私都財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

47 令和6年度八頭町市場、覚王寺財産区地区別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

48 令和6年度八頭町上津黒、下津黒財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

49 令和6年度八頭町篠波財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

50 令和6年度八頭町大江財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

51 令和6年度八頭町簡易水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

52 令和6年度八頭町下水道等事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

53 令和5年度八頭町一般会計補正予算（第11号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議1号 八頭町議会会議規則の一部改正 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議2号 八頭町議会委員会条例の一部改正 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議3号 八頭町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議4号
「子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士

の増員と更なる賃金引き上げを求める意見書」の提出
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議5号 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める陳情書の提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

やず町議会だより　第77号 令和6年5月 89 89 八頭町議会だより　第77号 令和6年5月



議会改革推進調査特別委員会報告議会改革推進調査特別委員会報告

議会研修会議会研修会

能登半島地震の義援金寄附

「特殊詐欺の手口と被害防止対策」

　特殊詐欺の発生状況は鳥取県が令和 5年 12月末現在 3億 3,386 万円と過去最高の被害額でした。郡家警察署管
内でも還付金、架空請求詐欺が発生しています。インターネットバンキングだと限度額が大きく被害が大きいので、防犯
対策として町内のコンビニ店に協力してもらっています。スーパーでの防犯広報活動などをしていると説明がありました。

　今回の研修を通じて、具体的な詐欺の方法などを知ることで、被害にあわないための行動が理解できました。犯
罪のない町にしていくためにも、防犯の啓発活動により力を入れていく必要があります。議会としてできることを
取り組んでいきます。

　令和６年元旦に発生した能登半島地震の義援金を八頭町議員
に募り、鳥取県赤十字奉仕団を通じて送りました。被害にあわ
れた方にお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復興を願い
ます。

日 に ち 　令和 6年２月９日

場　　所 　船岡庁舎

講　　師 　�郡家警察署　生活安全刑事課長�

北村　裕二　氏

◎八頭町議会業務継続計画 (議会 BCP) を策定しました
　大規模災害や感染症等の蔓延などの非常時においても、二元代表制の趣旨のもと、議決権、町民代表機関と
しての議会が、町民の生命、身体及び財産を保護し、町民の安心・安全を確保するために議会の機能維持を図
ることを目的としています。

◎議会選出監査委員について検討します
　八頭町では 2名の監査委員のうち、議会から 1名の監査委員を選出しています。社会経済情勢の変化に対応
した監査機能の充実強化、独立性の強化が図られるために、八頭町の監査委員制度がどうあるべきか委員会で
検討していきます。

【主 な 内 容】
　● 災害時の議会及び議員の行動指針
　● 業務継続計画の発動基準
　● 業務継続の活動基準　など

やず町議会だより　第77号 令和6年5月 1011

右のQRコードから「ホームページの出欠表」がご覧いただけます。

令和５年度（１月～３月）　議会等の出欠日数一覧
【臨時会・定例会・研修会】

【議会運営委員会・常任委員会・特別委員会、全員協議会】

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

会　　議　　名
議
員
名

森
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紀
子
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子
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田
の
ぶ
よ

尾
島

　
　勲

第１回臨時会（１/31）
出

全　員　出　席
欠

八頭町議会議員研修（２/ ９）
出 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1

欠 1

第２回定例会（３/ ６～ 21） 
※本会議５日間

出
全　員　出　席

欠

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

委　員　会　名
議
員
名

森

　亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村

　美
鈴

前
田

　幸
己

矢
部

　啓
祐

灘
口

　茂
郎

岡
嶋

　正
広

栄
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川
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原
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也

川
西
美
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子

緒
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紀

奥
田
の
ぶ
よ

尾
島

　
　勲

議会運営委員会（５回）
出 5 5 5 5 5 5

欠

総務教育常任委員会（４回）
出 4 4 4 3 4 4 4

欠 1

産業福祉常任委員会（７回）
出 7 7 7 7 7 7 7

欠

議会広報常任委員会（５回）
出 5 5 5 5 5 5 5

欠

議会改革推進調査特別委員会（７回）
出 7 7 7 7 7 7 7 7 7 0 7 7 7

欠 7

公共施設等調査特別委員会（２回）
出 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 2 2 2

欠 2

予算・決算に関する調査特別委員会（４回）
出 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 4 3 4

欠 2 1

全員協議会（９回）
出 9 9 9 9 9 9 9 8 9 5 9 9 9 9

欠 1 4

お詫びと訂正
前号の八頭町議会だより第76号の中に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

　　 ※26ページ中村美鈴議員の一般質問の写真が
 ヤングケアラーの相談窓口（保健課）　→　ヤングケアラーの相談窓口（福祉課）

第77号 令和6年5月  やず町議会だより 1011 1011 八頭町議会だより　第77号 令和6年5月



右のQRコードから「ホームページの出欠表」がご覧いただけます。

令和５年度（１月～３月）　議会等の出欠日数一覧【臨時会・定例会・研修会】

【議会運営委員会・常任委員会・特別委員会、全員協議会】

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14会　　議　　名 議員名 森　亜紀子

山根張太郎

中村　美鈴

前田　幸己

矢部　啓祐

灘口　茂郎

岡嶋　正広

栄田　秀之

川西　　聡

小原　徹也

川西美恵子

緒方　陽紀

奥田のぶよ

尾島　　勲第１回臨時会（１/31） 出 全　員　出　席欠八頭町議会議員研修（２/ ９） 出 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1欠 1第２回定例会（３/ ６～ 21） ※本会議５日間 出 全　員　出　席欠

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14委　員　会　名 議員名 森　亜紀子

山根張太郎

中村　美鈴

前田　幸己

矢部　啓祐

灘口　茂郎

岡嶋　正広

栄田　秀之

川西　　聡

小原　徹也

川西美恵子

緒方　陽紀

奥田のぶよ

尾島　　勲議会運営委員会（５回） 出 5 5 5 5 5 5欠総務教育常任委員会（４回） 出 4 4 4 3 4 4 4欠 1産業福祉常任委員会（７回） 出 7 7 7 7 7 7 7欠議会広報常任委員会（５回） 出 5 5 5 5 5 5 5欠

議会改革推進調査特別委員会（７回） 出 7 7 7 7 7 7 7 7 7 0 7 7 7欠 7公共施設等調査特別委員会（２回） 出 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 2 2 2欠 2予算・決算に関する調査特別委員会（４回） 出 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 4 3 4欠 2 1全員協議会（９回） 出 9 9 9 9 9 9 9 8 9 5 9 9 9 9欠 1 4

お詫びと訂正前号の八頭町議会だより第76号の中に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。　　 ※26ページ中村美鈴議員の一般質問の写真が ヤングケアラーの相談窓口（保健課）　→　ヤングケアラーの相談窓口（福祉課）

第77号 令和6年5月  やず町議会だより 1011

議会改革推進調査特別委員会報告議会改革推進調査特別委員会報告

議会 研修会議会 研修会

能登半島地震の義援金寄附

「特殊詐欺の手口と被害防止対策」

　特殊詐欺の発生状況は鳥取県が令和 5年 12月末現在 3億 3,386 万円と過去最高の被害額でした。郡家警察署管
内でも還付金、架空請求詐欺が発生しています。インターネットバンキングだと限度額が大きく被害が大きいので、防犯
対策として町内のコンビニ店に協力してもらっています。スーパーでの防犯広報活動などをしていると説明がありました。

　今回の研修を通じて、具体的な詐欺の方法などを知ることで、被害にあわないための行動が理解できました。犯
罪のない町にしていくためにも、防犯の啓発活動により力を入れていく必要があります。議会としてできることを
取り組んでいきます。

　令和６年元旦に発生した能登半島地震の義援金を八頭町議員
に募り、鳥取県赤十字奉仕団を通じて送りました。被害にあわ
れた方にお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復興を願い
ます。

日 に ち 　令和 6年２月９日

場　　所 　船岡庁舎

講　　師 　�郡家警察署　生活安全刑事課長�

北村　裕二　氏

◎八頭町議会業務継続計画 (議会 BCP) を策定しました
　大規模災害や感染症等の蔓延などの非常時においても、二元代表制の趣旨のもと、議決権、町民代表機関と
しての議会が、町民の生命、身体及び財産を保護し、町民の安心・安全を確保するために議会の機能維持を図
ることを目的としています。

◎議会選出監査委員について検討します
　八頭町では 2名の監査委員のうち、議会から 1名の監査委員を選出しています。社会経済情勢の変化に対応
した監査機能の充実強化、独立性の強化が図られるために、八頭町の監査委員制度がどうあるべきか委員会で
検討していきます。

【主 な 内 容】
　● 災害時の議会及び議員の行動指針
　● 業務継続計画の発動基準
　● 業務継続の活動基準　など

やず町議会だより　第77号 令和6年5月 1011

右のQRコードから「ホームページの出欠表」がご覧いただけます。

令和５年度（１月～３月）　議会等の出欠日数一覧
【臨時会・定例会・研修会】

【議会運営委員会・常任委員会・特別委員会、全員協議会】

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

会　　議　　名
議
員
名

森

　亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村

　美
鈴

前
田

　幸
己

矢
部

　啓
祐

灘
口

　茂
郎

岡
嶋

　正
広

栄
田

　秀
之

川
西

　
　聡

小
原

　徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方

　陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

尾
島

　
　勲

第１回臨時会（１/31）
出

全　員　出　席
欠

八頭町議会議員研修（２/ ９）
出 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1

欠 1

第２回定例会（３/ ６～ 21） 
※本会議５日間

出
全　員　出　席

欠

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

委　員　会　名
議
員
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議会運営委員会（５回）
出 5 5 5 5 5 5

欠

総務教育常任委員会（４回）
出 4 4 4 3 4 4 4

欠 1

産業福祉常任委員会（７回）
出 7 7 7 7 7 7 7

欠

議会広報常任委員会（５回）
出 5 5 5 5 5 5 5

欠

議会改革推進調査特別委員会（７回）
出 7 7 7 7 7 7 7 7 7 0 7 7 7

欠 7

公共施設等調査特別委員会（２回）
出 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 2 2 2

欠 2

予算・決算に関する調査特別委員会（４回）
出 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 4 3 4

欠 2 1

全員協議会（９回）
出 9 9 9 9 9 9 9 8 9 5 9 9 9 9

欠 1 4

お詫びと訂正
前号の八頭町議会だより第76号の中に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

　　 ※26ページ中村美鈴議員の一般質問の写真が
 ヤングケアラーの相談窓口（保健課）　→　ヤングケアラーの相談窓口（福祉課）

第77号 令和6年5月  やず町議会だより 1011 1011 八頭町議会だより　第77号 令和6年5月



　7月から12月にかけて町内の団体等を
対象に15会場で開催しました。各会場で
いただいた、ご意見・要望をまとめ、町か
らの回答を抜粋して報告します。

■  自分でみて、選んで買い物できる施設を 
小規模で造って欲しい。 
（船岡まちづくり委員会）

◉��船岡地域の買い物環境は、近隣にスーパーが多く　あるこ
とから旧トスクふなおか店の事業が引き継がれず、小規模
の施設運営を地元の団体にお願いしたが、実現　できな
かった経緯もあり理解していただきたい。

■  特大サイズのごみ袋が作成できないか。 
（連合婦人会）

◉��現在の収集車の投入口が積込みが困難となるため　作成は
できないです。

■  竹林公園の遊具を充実させて欲しい。（船岡赤十字　奉仕団）

◉��ご意見を指定管理者と協議します。

■  スクールバス待機所の再度見直し。待合施設の点検、屋根の設置など安全性の向上を図って欲しい。
（八東小・教育の会）

◉��既存のバス停のことは集落要望していただきたい。新設は土地所有が個人所有であり設備整備は困難です。

■  出ていって戻ってくる子供を増やすような教育科目が欲しい。（八東小・教育の会）

◉��ふるさとキャリア教育や活躍されている人の話を聞くようにしています。家庭でも本町の良さ
（住みやすさ）について話していただきたい。

■ 合併 20年を目指して「八頭町史」の編纂をしては。（文化財保護審議会）

◉��編纂には数年かかる。節目を 20年とするか、有識者の意見を踏まえて議論を尽くす必要が
あります。

■ 文化財に対する意識を高め、看板設置も含め取り組んで欲しい。（文化財保護審議会）

◉��看板等が未整備なものは順次整備していく予定です。広報等を通じて機運の醸成を図ります。

 わかりやすい 

 わかりにくかった 

 どちらともいえない 

 未記入 

報告会の内容は ?

教　　育

文化財保護

80 人
3人

28人

11人

第77号 令和6年5月  やず町議会だより 1213

令和 5年度 　議会報告会・意見交換会

みなさまの声

　要望等はすべて回答をいただいています。ここに
掲載できない事項は八頭町議会ホームページに掲載
していますので、ご確認ください。令和 6年度も議
会報告会意見交換会を開催する予定ですので、ご参
加ください。

■ 今後の医療体制が心配だ。(船岡まちづくり委員会)
■  隼Ｌａｂ．、メニユダ等を活用して医療体制を考えないか。 
（船岡赤十字奉仕団）

◉��鳥取県でも医療確保の協議が行われています。今
後も住民医療が現状維持できるよう、町を含む東
部圏域での医療体制のあり方を検討し、町として
できることに取り組みます。

■ 1 00 円バスを自分の集落に走らせて欲しい。 
（身体障害者福祉協会）

◉��将来的には周辺地域や他の集落との連携も含めた総
合的な公共交通機関整備の視点から、地域全体の利
便性向上を検討する必要があると考えています。

■  障害者手帳を持っていても障害の種類によって適
用されない場合があるが。（身体障害者福祉協会）

◉��令和６年度に助成制度を新設しました。

■  自分でみて、選んで買い物できる施設を 
小規模で造って欲しい。 
（船岡まちづくり委員会）

◉��船岡地域の買い物環境は、近隣にスーパーが多く　あるこ
とから旧トスクふなおか店の事業が引き継がれず、小規模
の施設運営を地元の団体にお願いしたが、実現　できな
かった経緯もあり理解していただきたい。

■  特大サイズのごみ袋が作成できないか。 
（連合婦人会）

◉��現在の収集車の投入口が積込みが困難となるため　作成は
できないです。

■  竹林公園の遊具を充実させて欲しい。（船岡赤十字　奉仕団）

◉��ご意見を指定管理者と協議します。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

アンケート提出者 �………… 122人

報告会の内容は ?
　わかりやすい   ……………… 80人
　わかりにくかった   …………… 3人
　どちらともいえない   ……… 28人
　未記入   ……………………… 11人

医　　療 買 い 物
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プラスプラスってって

議会議会

知知 してみませんか！議会の傍聴を
シリーズ③

　「議員って普段何をしているの？」そのような問いかけをいただくことが多
いです。皆さんに議会のことをもっと知っていただくために、このシリーズ
では議会の仕組みや内容を分かりやすくお伝えしていこうと思います。３回
目の今回は、「議会の討論」についてです。

　議会における「討論」はお互いに議論を交わし合うこと

ではなく、賛否の理由を述べることにより自分の意見に説得力を

持たせる機会です。

①意見の異なる他の議員を自己の意見に同調させるようにする。

②議員として自分の意見や考えを表明すること。

討論は「議案」や「予算」などの重要な決定に対して行われます。

討論の順番

　原則としては、議題に対して反対する者か
ら、自分の立場を明確にして ( 賛成か反対か )
意見を述べ合います。
※�反対意見が出ていないのに賛成意見だけを
述べるのは、なじみません。

一人一回の原則

　討論は、原則として同一議題に対して１回
限り許されるもの。
　途中で意見が変わったり、違った観点から
の意見であっても複数回の発言は許可されま
せん。

本会議の様子はYouTubeでもご覧いただけます！
◆ YouTube で「八頭町議会チャンネル」と
検索いただくか「八頭町議会ホームページ」
で「新着情報」から「録画放送を掲載しました」
をクリックして下さい。

左のQRコードから
「本会議」がご視聴
いただけます。

第77号 令和6年5月  やず町議会だより 1415

質 問 者 質　問　事　項 頁

岡嶋　正広
本町の災害復旧事業の進捗状況

16
本町の防災体制

川西美恵子
八頭町の災害対策

17
敬老会の在り方

奥田のぶよ
郡家駅前自転車置き場

18
食品営業許可制度

矢部　啓祐 若者の力を活かした地域活力向上の施策 19
小原　徹也 行政運営に関すること 20

灘口　茂郎
スマート農業の推進

21
デジタル地域通貨

中村　美鈴 防災対策 22
前田　幸己 森林整備の推進 23

川西　　聡
八頭高等学校の砂塵対策

24
バリアフリー対策

山根張太郎 高齢者や子供たちに優しいまちづくり 25

森　亜紀子
地域防災計画

26
あいサポート運動等の取組

栄田　秀之
マイナンバーカード保険証

27
ひきこもりの方の支援

ここが聞きたい
一　般　質　問

12人が
一般質問
しました。

QRコードを読み
込むと、YouTube
動画でご視聴いた
だけます

　議員が行政全般にわたり、町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などについ
て質問したり、報告、説明を求めたりすることをいいます。
　議員 1人あたりの質問時間は 30分です (執行部側の答弁は時間に含まれません。)。
　掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報委員会が校正したものです。議事録は、議会ホームペー
ジのほか、議会事務局、各庁舎、図書館でもご覧いただけます。

一般質問とは

議会モニター会議

日 に ち 　令和 6年２月 22日
場　　所 　八頭町議会
モニター 　５人　　 議　　員 　７人

項　目 モ　ニ　ター 議　　　　会

DX推進
ペーパーレス化の目標はどうなっていますか。

今後の状況を見ながら作成します。
経費削減について具体的な指標はありますか。

業務継続計画
（BCP） 議会としても当然にあるべきものだと思いますか。 町の防災計画、八頭町 BCP計画との整合性を調査し完成

させ、4月に施行する予定です。

議会傍聴 一般質問で、重なった質問があるが調整はしないのですか。 一般質問に関する運用基準で検討していきます。
※たくさんのご意見をいただきました。議会活動へと反映していきます。

議会の取り組み
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質
問

　
昨
年
８
月
の
台
風
７
号
に
よ
り
本
町

で
は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
そ
の

後
の
復
旧
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
災
害
発
生
時
か
ら
被
害
の
調
査
を
行

な
い
測
量
設
計
を
並
行
し
な
が
ら
10
月

23
日
か
ら
12
月
22
日
に
か
け
て
、
国
の

補
助
事
業
と
し
て
採
択
す
る
為
の
災
害

査
定
を
受
け
て
い
る
。

　
公
共
土
木
施
設
、農
地・農
業
用
施
設
、

林
道
施
設
合
わ
せ
て
70
か
所
で
決
定
額

10
億
４
０
０
万
円
と
い
う
査
定
結
果
で

あ
っ
た
。
復
旧
事
業
費
は
測
量
設
計
費

を
含
め
13
億
円
余
り
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
１
月
30
日
か
ら
令
和
６
年
の
耕
作
に

関
わ
る
箇
所
を
優
先
し
て
工
事
発
注
し

て
い
る
。
２
月
29
日
現
在
30
か
所
、
26

工
事
、
請
負
額
３
億
９
０
０
万
円
余
り

発
注
済
。

　
国
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
も

の
は
補
助
金
と
し
て
50
件
、
１
４
０
０
万

円
余
り
の
交
付
を
決
定
し
た
。

質
問

①
本
町
で
は
屋
外
避
難
場
所
は
18
か
所
で

す
。
ほ
ぼ
何
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
広
場

だ
。
避
難
場
所
と
し
て
の
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

②
防
災
備
蓄
庫
の
設
置
状
況
と
、
備
蓄

庫
の
管
理
方
法
は
。

③
避
難
訓
練
の
場
で
各
集
落
毎
に
初
期

行
動
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
型
研
修
会

の
開
催
に
つい
て
の
見
解
は
。

④
防
災
マ
ッ
プ
の
説
明
会
を
各
集
落
毎
に

行
う
べ
き
で
は
。

⑤
福
祉
施
設
の
避
難
訓
練
実
施
計
画
の

策
定
と
福
祉
避
難
所
の
計
画
策
定
に
つ
い

て
の
支
援
・
指
導
の
考
え
は
。

⑥
町
内
の
避
難
所
は
62
か
所
、
そ
の
う
ち

わ
ず
か
３
か
所
の
福
祉
避
難
所
。
要
配

慮
者
数
に
合
っ
た
避
難
所
数
か
。

⑦
学
校
・
保
育
所
で
は
ど
の
様
な
訓
練
を

行
って
い
る
の
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
広
場
に
つ
い
て
も
備
品
等
の
対
応
が
必

要
と
思
う
。
防
災
室
の
職
員
と
話
を
さ
せ

台風７号災害

防災体制

復
旧
事
業
の
進
捗
は

屋
外
避
難
場
所
の
整
備
は

町
長
／
13
億
円
の
う
ち

　
　
　
３
億
９
０
０
万
円
余
り
発
注
済

町
長
／
広
場
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
備
品
等
の
対
応
が
必
要

質
問

　
物
件
が
近
い
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
発

注
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁
　
年
岡
課
長

　
ま
と
め
て
の
発
注
は
合
理
的
で
あ
り

ま
と
め
て
発
注
し
て
い
る
。

て
も
ら
い
た
い
。

②
郡
家
・
船
岡
・
八
東
地
域
に
整
備
。
他

の
施
設
に
も
保
管
。
保
存
食
は
郡
家
地

域
の
備
蓄
庫
で
空
調
整
備
を
行
な
い一
括

管
理
し
て
い
る
。

③
令
和
６
年
度
は
防
災
訓
練
後
に
集
落

役
員
に
残
って
も
ら
い
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
型
の

研
修
の
場
を
設
け
る
予
定
だ
。

④
各
集
落
で
学
習
会
を
開
催
し
併
せ
て

防
災
マッ
プ
の
説
明
を
し
て
い
る
。
今
後
も

た
く
さ
ん
の
集
落
に
学
習
会
の
開
催
を
周

知
し
た
い
。

⑤
町
内
に
は
19
施
設
あ
り
、
す
べ
て
の
施

設
で
計
画
を
策
定
済
み
だ
。

⑥
関
連
施
設
の
皆
さ
ん
と
協
定
し
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

⑦
保
育
所
で
は
毎
年
月
Ⅰ
回
訓
練
を
行
な

い
、
そ
の
う
ち
年
２
回
消
防
法
に
基
づ
く

訓
練
を
行
って
い
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

⑦
学
校
で
は
義
務
付
け
ら
れ
た
計
画
に

基
づ
き
年
間
３
回
の
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。
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質
問

　
本
町
で
は
、
令
和
２
年
度
ま
で
は
75
歳

以
上
の
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
各
地
域
で
敬

老
会
を
実
施
し
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
参
集
型
の
敬
老
会
は
中
止
さ
れ
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
に
商
品
券
を
配
付
す
る

方
式
に
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
令
和
５

年
度
か
ら
は
、
75
歳
に
な
ら
れ
た
方
と
88

歳
に
な
ら
れ
た
方
の
み
に
、
商
品
券
を
配

付
す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
方
か
ら
、せ
め
て
喜
寿
77
歳
、

傘
寿
80
歳
、
米
寿
88
歳
、
卒
寿
90
歳
に

敬
老
を
祝
う
商
品
券
と
し
て
配
付
を
で

き
な
い
も
の
か
と
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

敬
老
の
祝
賀
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
町
長

の
見
解
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
合
併
以
来
、
各
地
域
で
開
催
い
た
敬
老

会
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
に
よ
り
、
集

合
開
催
を
中
止
し
て
い
る
。

　
商
品
券
の
配
付
に
つ
い
て
は
、
複
数
回

敬老祝賀

喜
寿
、傘
寿
、米
寿
、卒
寿
に

敬
老
を
祝
っ
て
は

町
長
／
傘
寿
の
方
に
も
お
祝
い
を
し
た
い

の
配
付
を
望
む
声
が
あ
る
の
で
、
令
和
６

年
度
は
80
歳
、
傘
寿
に
な
ら
れ
る
方
を
加

え
て
お
祝
い
さ
せ
て
も
ら
う
。
そ
の
他
の

年
齢
に
つい
て
は
、
今
後
も
検
討
す
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　�

八
頭
町
総
合
計
画
の
策
定

　
乳
幼
児
の
予
防
接
種

質
問

①
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
震
度
７
以

上
の
地
震
災
害
を
想
定
し
て
現
在
の
地

域
防
災
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

②
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
は
。

③
集
落
単
位
で
飲
料
水
、
食
料
、
仮
設

ト
イ
レ
の
備
蓄
は
。

④
防
災
井
戸
の
整
備
は
。

⑤
仮
設
住
宅
設
置
の
想
定
場
所
は
。

⑥
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
備
蓄
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
や
避
難
所
運
営
に
お
い
て

女
性
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
対
応
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
鳥
取
県
の
地
域
防
災
計
画
に
合
わ
せ

て
本
町
で
も
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

②
住
宅
の
耐
震
改
修
や
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

③
一
時
避
難
用
と
し
て
集
落
単
位
で
飲

料
水
、
食
料
、
仮
設
ト
イ
レ
の
備
蓄
が

大規模災害対策

備
蓄
品
に
女
性
の
視
点
が

欠
落
し
て
い
な
い
か

町
長
／
妊
産
婦
用
品
等
を

　
　
　
　
今
後
整
備
し
て
い
く

必
要
と
考
え
る
。

④
防
災
井
戸
に
つ
い
て
は
、
国
中
保
育

所
に
一
か
所
整
備
さ
れ
て
い
る
。

⑤
仮
設
住
宅
の
場
所
は
船
岡
の
ト
レ
セ

ン
周
辺
を
想
定
し
て
い
る
。

⑥
妊
産
婦
用
の
衣
類
、
乳
幼
児
用
の
飲

料
等
が
未
整
備
な
の
で
、
今
後
整
備
し

て
い
く
。
避
難
所
の
運
営
は
、
男
女
の

職
員
を
配
置
す
る
よ
う
計
画
し
、
女
性

が
相
談
し
や
す
い
体
制
を
取
る
。

以前の敬老会

充実が期待される備蓄品

川西 美恵子 議員
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質
問

　
昨
年
８
月
の
台
風
７
号
に
よ
り
本
町

で
は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
そ
の

後
の
復
旧
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
災
害
発
生
時
か
ら
被
害
の
調
査
を
行

な
い
測
量
設
計
を
並
行
し
な
が
ら
10
月

23
日
か
ら
12
月
22
日
に
か
け
て
、
国
の

補
助
事
業
と
し
て
採
択
す
る
為
の
災
害

査
定
を
受
け
て
い
る
。

　
公
共
土
木
施
設
、農
地・農
業
用
施
設
、

林
道
施
設
合
わ
せ
て
70
か
所
で
決
定
額

10
億
４
０
０
万
円
と
い
う
査
定
結
果
で

あ
っ
た
。
復
旧
事
業
費
は
測
量
設
計
費

を
含
め
13
億
円
余
り
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
１
月
30
日
か
ら
令
和
６
年
の
耕
作
に

関
わ
る
箇
所
を
優
先
し
て
工
事
発
注
し

て
い
る
。
２
月
29
日
現
在
30
か
所
、
26

工
事
、
請
負
額
３
億
９
０
０
万
円
余
り

発
注
済
。

　
国
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
も

の
は
補
助
金
と
し
て
50
件
、
１
４
０
０
万

円
余
り
の
交
付
を
決
定
し
た
。

質
問

①
本
町
で
は
屋
外
避
難
場
所
は
18
か
所
で

す
。
ほ
ぼ
何
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
広
場

だ
。
避
難
場
所
と
し
て
の
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

②
防
災
備
蓄
庫
の
設
置
状
況
と
、
備
蓄

庫
の
管
理
方
法
は
。

③
避
難
訓
練
の
場
で
各
集
落
毎
に
初
期

行
動
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
型
研
修
会

の
開
催
に
つい
て
の
見
解
は
。

④
防
災
マ
ッ
プ
の
説
明
会
を
各
集
落
毎
に

行
う
べ
き
で
は
。

⑤
福
祉
施
設
の
避
難
訓
練
実
施
計
画
の

策
定
と
福
祉
避
難
所
の
計
画
策
定
に
つ
い

て
の
支
援
・
指
導
の
考
え
は
。

⑥
町
内
の
避
難
所
は
62
か
所
、
そ
の
う
ち

わ
ず
か
３
か
所
の
福
祉
避
難
所
。
要
配

慮
者
数
に
合
っ
た
避
難
所
数
か
。

⑦
学
校
・
保
育
所
で
は
ど
の
様
な
訓
練
を

行
って
い
る
の
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
広
場
に
つ
い
て
も
備
品
等
の
対
応
が
必

要
と
思
う
。
防
災
室
の
職
員
と
話
を
さ
せ

台風７号災害

防災体制

復
旧
事
業
の
進
捗
は

屋
外
避
難
場
所
の
整
備
は

町
長
／
13
億
円
の
う
ち

　
　
　
３
億
９
０
０
万
円
余
り
発
注
済

町
長
／
広
場
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
備
品
等
の
対
応
が
必
要

質
問

　
物
件
が
近
い
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
発

注
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁
　
年
岡
課
長

　
ま
と
め
て
の
発
注
は
合
理
的
で
あ
り

ま
と
め
て
発
注
し
て
い
る
。

て
も
ら
い
た
い
。

②
郡
家
・
船
岡
・
八
東
地
域
に
整
備
。
他

の
施
設
に
も
保
管
。
保
存
食
は
郡
家
地

域
の
備
蓄
庫
で
空
調
整
備
を
行
な
い一
括

管
理
し
て
い
る
。

③
令
和
６
年
度
は
防
災
訓
練
後
に
集
落

役
員
に
残
って
も
ら
い
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
型
の

研
修
の
場
を
設
け
る
予
定
だ
。

④
各
集
落
で
学
習
会
を
開
催
し
併
せ
て

防
災
マッ
プ
の
説
明
を
し
て
い
る
。
今
後
も

た
く
さ
ん
の
集
落
に
学
習
会
の
開
催
を
周

知
し
た
い
。

⑤
町
内
に
は
19
施
設
あ
り
、
す
べ
て
の
施

設
で
計
画
を
策
定
済
み
だ
。

⑥
関
連
施
設
の
皆
さ
ん
と
協
定
し
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

⑦
保
育
所
で
は
毎
年
月
Ⅰ
回
訓
練
を
行
な

い
、
そ
の
う
ち
年
２
回
消
防
法
に
基
づ
く

訓
練
を
行
って
い
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

⑦
学
校
で
は
義
務
付
け
ら
れ
た
計
画
に

基
づ
き
年
間
３
回
の
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。
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質
問

　
本
町
で
は
、
令
和
２
年
度
ま
で
は
75
歳

以
上
の
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
各
地
域
で
敬

老
会
を
実
施
し
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
参
集
型
の
敬
老
会
は
中
止
さ
れ
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
に
商
品
券
を
配
付
す
る

方
式
に
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
令
和
５

年
度
か
ら
は
、
75
歳
に
な
ら
れ
た
方
と
88

歳
に
な
ら
れ
た
方
の
み
に
、
商
品
券
を
配

付
す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
方
か
ら
、せ
め
て
喜
寿
77
歳
、

傘
寿
80
歳
、
米
寿
88
歳
、
卒
寿
90
歳
に

敬
老
を
祝
う
商
品
券
と
し
て
配
付
を
で

き
な
い
も
の
か
と
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

敬
老
の
祝
賀
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
町
長

の
見
解
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
合
併
以
来
、
各
地
域
で
開
催
い
た
敬
老

会
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
に
よ
り
、
集

合
開
催
を
中
止
し
て
い
る
。

　
商
品
券
の
配
付
に
つ
い
て
は
、
複
数
回

敬老祝賀

喜
寿
、傘
寿
、米
寿
、卒
寿
に

敬
老
を
祝
っ
て
は

町
長
／
傘
寿
の
方
に
も
お
祝
い
を
し
た
い

の
配
付
を
望
む
声
が
あ
る
の
で
、
令
和
６

年
度
は
80
歳
、
傘
寿
に
な
ら
れ
る
方
を
加

え
て
お
祝
い
さ
せ
て
も
ら
う
。
そ
の
他
の

年
齢
に
つい
て
は
、
今
後
も
検
討
す
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　�

八
頭
町
総
合
計
画
の
策
定

　
乳
幼
児
の
予
防
接
種

質
問

①
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
震
度
７
以

上
の
地
震
災
害
を
想
定
し
て
現
在
の
地

域
防
災
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

②
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
は
。

③
集
落
単
位
で
飲
料
水
、
食
料
、
仮
設

ト
イ
レ
の
備
蓄
は
。

④
防
災
井
戸
の
整
備
は
。

⑤
仮
設
住
宅
設
置
の
想
定
場
所
は
。

⑥
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
備
蓄
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
や
避
難
所
運
営
に
お
い
て

女
性
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
対
応
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
鳥
取
県
の
地
域
防
災
計
画
に
合
わ
せ

て
本
町
で
も
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

②
住
宅
の
耐
震
改
修
や
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

③
一
時
避
難
用
と
し
て
集
落
単
位
で
飲

料
水
、
食
料
、
仮
設
ト
イ
レ
の
備
蓄
が

大規模災害対策

備
蓄
品
に
女
性
の
視
点
が

欠
落
し
て
い
な
い
か

町
長
／
妊
産
婦
用
品
等
を

　
　
　
　
今
後
整
備
し
て
い
く

必
要
と
考
え
る
。

④
防
災
井
戸
に
つ
い
て
は
、
国
中
保
育

所
に
一
か
所
整
備
さ
れ
て
い
る
。

⑤
仮
設
住
宅
の
場
所
は
船
岡
の
ト
レ
セ

ン
周
辺
を
想
定
し
て
い
る
。

⑥
妊
産
婦
用
の
衣
類
、
乳
幼
児
用
の
飲

料
等
が
未
整
備
な
の
で
、
今
後
整
備
し

て
い
く
。
避
難
所
の
運
営
は
、
男
女
の

職
員
を
配
置
す
る
よ
う
計
画
し
、
女
性

が
相
談
し
や
す
い
体
制
を
取
る
。

以前の敬老会

充実が期待される備蓄品
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質
問

　
郡
家
駅
前
自
転
車
置
場
を
有
効
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
建
物
を
2
階
建
て
に
し
て
、
２
階
に

喫
茶
店
を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

②
バ
イ
ク
を
自
転
車
置
場
に
駐
車
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

③�

観
光
看
板
を
移
動
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
駅
前
活
性
化
検
討
委
員
会
の
報
告
を

受
け
て
か
ら
の
対
応
と
な
る
。

②
接
触
事
故
な
ど
危
な
い
場
面
も
懸
念

さ
れ
る
。
現
行
の
ま
ま
の
使
用
が
望
ま

し
い
。

③
現
在
の
場
所
で
よ
い
と
考
え
る
。

質
問

　
自
転
車
置
場
の
現
在
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
調
査
は
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
利
用
者
は
減
っ
て
い
る
が
、
調
査
は

し
て
い
な
い
。

質
問

　
令
和
3
年
に
食
品
衛
生
法
の一
部
改
正

が
あ
り
、
自
宅
で
加
工
し
た
漬
物
を
販
売

す
る
際
に
営
業
許
可
取
得
が
必
要
と
な

る
。
令
和
６
年
５
月
31
日
が
経
過
措
置
の

期
限
と
な
り
、
各
自
治
体
で
様
々
な
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
が
対
応
は
。

①�

本
町
の
相
談
窓
口
は
。

②
町
内
の
加
工
施
設
等
、
個
人
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
る
状
況
は
。

③
個
人
が
加
工
施
設
を
設
け
る
場
合
の
補

助
制
度
等
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
営
業
許
可
を
受
け
る
に
は
鳥
取
県
が

定
め
る
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

重
要
な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
た
め
、
鳥
取

市
保
健
所
を
紹
介
し
て
い
る
。

②
み
そ
製
造
販
売
で
使
用
し
て
い
る
下
私

都
農
産
物
加
工
施
設
が
あ
る
が
、
協
議

調
整
が
必
要
だ
。

③
町
の
助
成
は
「
出
る
杭
を
伸
ば
す
」

事
業
者
応
援
補
助
金
が
農
業
等
の
事
業

主
で
な
け
れ
ば
対
象
に
な
る
。

自転車置場

2
階
建
て
に
し
て

喫
茶
店
を
誘
致
し
て
は

町
長
／
検
討
委
員
会
の

　
　
　
　
報
告
後
の
対
応
と
な
る

質
問

　
観
光
看
板
は
10
年
経
つ
。
今
の
も
の

を
整
理
し
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
看
板
の
中
身
は
検
討
し
た
い
。

質
問

　
漬
物
、
梅
干
し
を
作
り
た
い
な
ど
の

場
合
の
6
次
産
業
化
の
町
の
窓
口
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
産
業
観
光
課
だ
。
営
業
許
可
の
最
終
的

な
も
の
は
鳥
取
市
保
健
所
に
な
る
。

質
問

　
本
町
は
6
次
産
業
化
を
大
事
に
し
て

き
た
。
ま
た
、
食
育
計
画
で
も
「
じ
げ
の

味
」
を
大
事
に
し
よ
う
と
あ
る
。
今
回
の

改
正
で
加
工
施
設
の
水
道
は
レ
バ
ー
式
に

と
か
、
自
宅
の
台
所
は
使
用
で
き
ず
別
の

作
業
場
が
い
る
な
ど
あ
る
。

　
直
売
所
の
漬
物
が
消
え
な
い
よ
う
農
家

の
方
へ々の
手
立
て
を
考
え
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
継
続
的
に
直
売
所
に
出
さ
れ
て
い
た
方
が
今

一
番
困
って
い
る
と
思
う
。相
談
に
来
て
も
ら
い

対
象
に
な
る
事
業
が
あ
れ
ば
活
用
し
て
欲
し
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
ご
み
収
集

食品衛生

農
家
の
方
々
へ
の
手
立
て
を
考
え
て
は

町
長
／
相
談
に
来
て
も
ら
い
た
い
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質
問

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
町
で
次
世
代

に
ど
の
よ
う
な
町
を
繋
い
で
い
く
か
は

大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
他
の
自

治
体
で
は
若
者
が
主
体
性
を
持
ち
、
そ

れ
を
他
の
世
代
が
応
援
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
力
向
上
の
循
環
の
輪
を
広
げ
て

い
る
事
例
が
あ
る
。
地
域
に
お
い
て
主

体
性
と
協
働
性
を
伸
ば
し
合
う
こ
と
が

今
後
の
本
町
に
大
切
で
は
な
い
か
。

①
若
者
世
代
の
活
躍
に
ど
の
よ
う
に
焦

点
を
当
て
て
い
く
の
か
。

②
若
者
の
活
躍
の
場
を
今
後
ど
の
よ
う

に
提
供
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
の
か
。

③
八
頭
中
学
生
で
構
成
さ
れ
る
「
ブ

ル
ー
バ
ー
ド
」
と
い
う
組
織
が
あ
る
。

昨
年
４
月
時
点
で
参
加
者
は
８
人
だ
っ

た
が
、
現
在
21
人
が
活
動
し
、
飛
躍
を

遂
げ
て
い
る
。
小
中
学
生
の
活
躍
を
今

後
ど
の
よ
う
に
後
押
し
を
し
て
い
く
方

針
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
本
町
で
は
「
あ
ー
と
ふ
る
八
頭
」
の

ン
ト
で
は
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
お
化

け
屋
敷
を
実
施
す
る
な
ど
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
め
た
事
で
活
動
が
活
発
に
な

り
、
メ
ン
バ
ー
の
増
加
に
繋
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

質
問

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
高
生
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
大
人
が
フ
ォ
ロ
ー
し
な

が
ら
一
緒
に
企
画
・
運
営
を
し
、
来
場

者
が
増
え
、
活
性
化
し
た
事
例
が
あ
る
。

そ
う
し
た
経
験
を
し
た
学
生
達
が
次
の

中
高
生
の
世
代
を
応
援
し
た
い
と
地
元

に
帰
っ
て
く
る
機
会
が
増
え
、
U
タ
ー

ン
の
き
っ
か
け
に
も
な
る
。
こ
う
し
た

取
組
を
実
施
し
て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
若
者
が
地
域
と
関
わ
る
こ
と
は
非
常

に
良
い
こ
と
だ
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
実
行
委
員
会
形
式
の
も
の
も
あ
る
の

で
可
能
で
は
な
い
か
。

質
問

　
富
山
県
で
は
地
元
の
高
校
生
に
事
業

費
を
託
し
、
若
者
の
自
由
な
発
想
に
託

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
を
し
て

い
る
。
地
元
の
若
者
の
新
し
い
発
想
に

託
す
よ
う
な
取
組
を
し
て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
本
町
で
は
安
部
小
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

若者の活力

若
者
の
発
想
に
託
す
よ
う
な

取
組
を
し
て
は

町
長
／
若
者
が
地
元
を
元
気
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　 

地
域
が
元
気
に
な
る

一
室
で
活
動
し
て
い
る
全
国
の
大
学
生

で
構
成
さ
れ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
が
「
と
っ
と
り
未
来
ラ
ボ
」
で
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
中
高
生
の
活
動

を
手
助
け
し
て
い
る
。
地
域
の
方
と
の

交
流
を
通
じ
て
積
極
性
や
主
体
性
が
大

き
く
伸
び
た
と
聞
い
て
い
る
。

①
若
者
の
活
躍
を
町
民
の
皆
様
に
広
く

発
信
し
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
だ
と
考
え
る
。

②
地
域
の
伝
統
行
事
や
文
化
を
新
た
な

形
で
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
高
齢

化
で
継
続
が
困
難
な
伝
統
行
事
の
継
承

に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

③
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
は
、
例
年
地
域
の
祭

り
に
出
店
し
た
り
、
地
域
の
ご
み
拾
い

等
を
行
っ
て
い
た
。
今
年
度
は
、
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
大
学
生
に
伴

走
支
援
し
て
も
ら
い
中
学
生
自
身
何
が

出
来
る
か
考
え
な
が
ら
活
動
を
し
た
。

「
あ
ー
と
ふ
る
八
頭
」
の
１
周
年
イ
ベ

活
動
を
支
援
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を

起
点
に
考
え
た
い
。
若
者
が
地
元
を
元

気
に
し
て
く
れ
る
と
本
当
に
地
域
は
元

気
に
な
っ
て
い
く
。

質
問

　
八
頭
町
で
何
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
と
い
う
意
欲
を
高
め
た
10
代
が
生

ま
れ
て
い
る
。
本
町
の
大
き
な
財
産
だ
。

今
こ
う
し
た
流
れ
が
上
手
く
き
て
い
る

の
で
、
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
も
ら
い

た
い
が
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

　
小
学
校
で
特
別
活
動
に
力
を
入
れ
て

お
り
、そ
こ
で
育
ち
中
学
生
の
「
ブ
ル
ー

バ
ー
ド
」
等
の
活
動
に
形
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
地
域
を
想
う
子
ど
も
達
を
こ

れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

ブルーバードとフロンティアスクールの活動風景
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質
問

　
郡
家
駅
前
自
転
車
置
場
を
有
効
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
建
物
を
2
階
建
て
に
し
て
、
２
階
に

喫
茶
店
を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

②
バ
イ
ク
を
自
転
車
置
場
に
駐
車
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

③�

観
光
看
板
を
移
動
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
駅
前
活
性
化
検
討
委
員
会
の
報
告
を

受
け
て
か
ら
の
対
応
と
な
る
。

②
接
触
事
故
な
ど
危
な
い
場
面
も
懸
念

さ
れ
る
。
現
行
の
ま
ま
の
使
用
が
望
ま

し
い
。

③
現
在
の
場
所
で
よ
い
と
考
え
る
。

質
問

　
自
転
車
置
場
の
現
在
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
調
査
は
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
利
用
者
は
減
っ
て
い
る
が
、
調
査
は

し
て
い
な
い
。

質
問

　
令
和
3
年
に
食
品
衛
生
法
の一
部
改
正

が
あ
り
、
自
宅
で
加
工
し
た
漬
物
を
販
売

す
る
際
に
営
業
許
可
取
得
が
必
要
と
な

る
。
令
和
６
年
５
月
31
日
が
経
過
措
置
の

期
限
と
な
り
、
各
自
治
体
で
様
々
な
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
が
対
応
は
。

①�

本
町
の
相
談
窓
口
は
。

②
町
内
の
加
工
施
設
等
、
個
人
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
る
状
況
は
。

③
個
人
が
加
工
施
設
を
設
け
る
場
合
の
補

助
制
度
等
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
営
業
許
可
を
受
け
る
に
は
鳥
取
県
が

定
め
る
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

重
要
な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
た
め
、
鳥
取

市
保
健
所
を
紹
介
し
て
い
る
。

②
み
そ
製
造
販
売
で
使
用
し
て
い
る
下
私

都
農
産
物
加
工
施
設
が
あ
る
が
、
協
議

調
整
が
必
要
だ
。

③
町
の
助
成
は
「
出
る
杭
を
伸
ば
す
」

事
業
者
応
援
補
助
金
が
農
業
等
の
事
業

主
で
な
け
れ
ば
対
象
に
な
る
。

自転車置場

2
階
建
て
に
し
て

喫
茶
店
を
誘
致
し
て
は

町
長
／
検
討
委
員
会
の

　
　
　
　
報
告
後
の
対
応
と
な
る

質
問

　
観
光
看
板
は
10
年
経
つ
。
今
の
も
の

を
整
理
し
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
看
板
の
中
身
は
検
討
し
た
い
。

質
問

　
漬
物
、
梅
干
し
を
作
り
た
い
な
ど
の

場
合
の
6
次
産
業
化
の
町
の
窓
口
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
産
業
観
光
課
だ
。
営
業
許
可
の
最
終
的

な
も
の
は
鳥
取
市
保
健
所
に
な
る
。

質
問

　
本
町
は
6
次
産
業
化
を
大
事
に
し
て

き
た
。
ま
た
、
食
育
計
画
で
も
「
じ
げ
の

味
」
を
大
事
に
し
よ
う
と
あ
る
。
今
回
の

改
正
で
加
工
施
設
の
水
道
は
レ
バ
ー
式
に

と
か
、
自
宅
の
台
所
は
使
用
で
き
ず
別
の

作
業
場
が
い
る
な
ど
あ
る
。

　
直
売
所
の
漬
物
が
消
え
な
い
よ
う
農
家

の
方
へ々の
手
立
て
を
考
え
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
継
続
的
に
直
売
所
に
出
さ
れ
て
い
た
方
が
今

一
番
困
って
い
る
と
思
う
。相
談
に
来
て
も
ら
い

対
象
に
な
る
事
業
が
あ
れ
ば
活
用
し
て
欲
し
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
ご
み
収
集

食品衛生

農
家
の
方
々
へ
の
手
立
て
を
考
え
て
は

町
長
／
相
談
に
来
て
も
ら
い
た
い
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質
問

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
町
で
次
世
代

に
ど
の
よ
う
な
町
を
繋
い
で
い
く
か
は

大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
他
の
自

治
体
で
は
若
者
が
主
体
性
を
持
ち
、
そ

れ
を
他
の
世
代
が
応
援
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
力
向
上
の
循
環
の
輪
を
広
げ
て

い
る
事
例
が
あ
る
。
地
域
に
お
い
て
主

体
性
と
協
働
性
を
伸
ば
し
合
う
こ
と
が

今
後
の
本
町
に
大
切
で
は
な
い
か
。

①
若
者
世
代
の
活
躍
に
ど
の
よ
う
に
焦

点
を
当
て
て
い
く
の
か
。

②
若
者
の
活
躍
の
場
を
今
後
ど
の
よ
う

に
提
供
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
の
か
。

③
八
頭
中
学
生
で
構
成
さ
れ
る
「
ブ

ル
ー
バ
ー
ド
」
と
い
う
組
織
が
あ
る
。

昨
年
４
月
時
点
で
参
加
者
は
８
人
だ
っ

た
が
、
現
在
21
人
が
活
動
し
、
飛
躍
を

遂
げ
て
い
る
。
小
中
学
生
の
活
躍
を
今

後
ど
の
よ
う
に
後
押
し
を
し
て
い
く
方

針
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
本
町
で
は
「
あ
ー
と
ふ
る
八
頭
」
の

ン
ト
で
は
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
お
化

け
屋
敷
を
実
施
す
る
な
ど
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
め
た
事
で
活
動
が
活
発
に
な

り
、
メ
ン
バ
ー
の
増
加
に
繋
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

質
問

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
高
生
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
大
人
が
フ
ォ
ロ
ー
し
な

が
ら
一
緒
に
企
画
・
運
営
を
し
、
来
場

者
が
増
え
、
活
性
化
し
た
事
例
が
あ
る
。

そ
う
し
た
経
験
を
し
た
学
生
達
が
次
の

中
高
生
の
世
代
を
応
援
し
た
い
と
地
元

に
帰
っ
て
く
る
機
会
が
増
え
、
U
タ
ー

ン
の
き
っ
か
け
に
も
な
る
。
こ
う
し
た

取
組
を
実
施
し
て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
若
者
が
地
域
と
関
わ
る
こ
と
は
非
常

に
良
い
こ
と
だ
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
実
行
委
員
会
形
式
の
も
の
も
あ
る
の

で
可
能
で
は
な
い
か
。

質
問

　
富
山
県
で
は
地
元
の
高
校
生
に
事
業

費
を
託
し
、
若
者
の
自
由
な
発
想
に
託

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
を
し
て

い
る
。
地
元
の
若
者
の
新
し
い
発
想
に

託
す
よ
う
な
取
組
を
し
て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
本
町
で
は
安
部
小
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

若者の活力

若
者
の
発
想
に
託
す
よ
う
な

取
組
を
し
て
は

町
長
／
若
者
が
地
元
を
元
気
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　 

地
域
が
元
気
に
な
る

一
室
で
活
動
し
て
い
る
全
国
の
大
学
生

で
構
成
さ
れ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
が
「
と
っ
と
り
未
来
ラ
ボ
」
で
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
中
高
生
の
活
動

を
手
助
け
し
て
い
る
。
地
域
の
方
と
の

交
流
を
通
じ
て
積
極
性
や
主
体
性
が
大

き
く
伸
び
た
と
聞
い
て
い
る
。

①
若
者
の
活
躍
を
町
民
の
皆
様
に
広
く

発
信
し
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
だ
と
考
え
る
。

②
地
域
の
伝
統
行
事
や
文
化
を
新
た
な

形
で
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
高
齢

化
で
継
続
が
困
難
な
伝
統
行
事
の
継
承

に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

③
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
は
、
例
年
地
域
の
祭

り
に
出
店
し
た
り
、
地
域
の
ご
み
拾
い

等
を
行
っ
て
い
た
。
今
年
度
は
、
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
大
学
生
に
伴

走
支
援
し
て
も
ら
い
中
学
生
自
身
何
が

出
来
る
か
考
え
な
が
ら
活
動
を
し
た
。

「
あ
ー
と
ふ
る
八
頭
」
の
１
周
年
イ
ベ

活
動
を
支
援
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を

起
点
に
考
え
た
い
。
若
者
が
地
元
を
元

気
に
し
て
く
れ
る
と
本
当
に
地
域
は
元

気
に
な
っ
て
い
く
。

質
問

　
八
頭
町
で
何
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
と
い
う
意
欲
を
高
め
た
10
代
が
生

ま
れ
て
い
る
。
本
町
の
大
き
な
財
産
だ
。

今
こ
う
し
た
流
れ
が
上
手
く
き
て
い
る

の
で
、
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
も
ら
い

た
い
が
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

　
小
学
校
で
特
別
活
動
に
力
を
入
れ
て

お
り
、そ
こ
で
育
ち
中
学
生
の
「
ブ
ル
ー

バ
ー
ド
」
等
の
活
動
に
形
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
地
域
を
想
う
子
ど
も
達
を
こ

れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

ブルーバードとフロンティアスクールの活動風景
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質
問

①
こ
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
国
の
政
策
で
、

本
町
は
施
策
を
行
う
も
の
と
考
え
る
が

具
体
的
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

②
昔
か
ら
日
本
の
行
政
は
広
報
を
紙
で

配
布
さ
れ
て
い
る
。
近
年
騒
が
れ
て
い

る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
だ
が
、
人
に
知
ら
せ

る
手
段
は
紙
で
配
る
方
法
が
一
般
的
で

あ
り
、
調
べ
る
手
段
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
で
き
る
が
、
多
数
の
人
に
知

ら
せ
る
の
に
は
紙
だ
と
考
え
る
。
町
長

の
認
識
は
。

③
日
本
に
は
日
本
の
文
化
が
あ
る
。
今

の
社
会
は
、
情
報
が
垂
れ
流
し
で
あ
ふ

れ
て
い
る
状
況
で
、
情
報
を
知
る
手
段

は
携
帯
電
話
等
に
な
っ
て
い
る
。
読
む

選
択
肢
は
増
え
て
い
く
が
、
書
く
と
い

う
こ
と
が
置
き
去
り
に
な
っ
て
い
な
い

か
。
日
本
の
教
育
は
「
読
み
書
き
そ
ろ

ば
ん
」
と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
本
町
が
行
う
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

自治体ＤＸ

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は

町
長
／
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

　
　
　
　
業
務
効
率
が
メ
リ
ッ
ト
だ

④
本
町
の
職
員
は
５
５
０
人
だ
。
財
政

は
余
裕
が
な
い
中
で
や
り
く
り
し
て
い

る
と
聞
く
。
正
規
職
員
は
１
９
５
人
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
３
５
５
人
。
現

場
で
働
く
多
く
の
職
員
は
非
正
規
の
方

と
捉
え
ら
れ
る
。
待
遇
面
で
は
、
同
年

齢
で
比
較
し
て
差
が
大
き
い
。

　「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」
で
仕
事
の
効
率
化
が

進
め
ば
、
正
規
職
員
は
減
り
、
非
正
規

で
働
く
方
の
待
遇
も
上
が
る
の
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

の
向
上
や
、
業
務
の
効
率
化
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

②
紙
ベ
ー
ス
で
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

全
戸
に
配
布
し
て
い
る
。
同
時
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
。

③
役
場
内
部
で
は
プ
リ
ン
タ
ー
を
減
ら

す
こ
と
で
用
紙
、
ト
ナ
ー
、
リ
ー
ス
代
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
を
抑
え
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
自
分
で
文
字
を
書

八頭町本庁舎

く
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
面
で
は
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
は
一
長
一
短
が
あ
る
。

④
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
直
ち
に
正
職
員
の
減

少
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

と
捉
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
正
職
員
の
人
数
が
減
少
す
る

こ
と
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇

を
上
げ
る
と
い
う
認
識
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。

小原　徹也 議員
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質
問

　
担
い
手
育
成
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
農

業
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
み
て

は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
農
業
の
業
務
を
明
確
化
し
て
効
率
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
の
手
法
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農

業
を
活
用
し
た
「
農
業
版
i
c
d
」
を

導
入
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

　
八
頭
町
が
大
好
き
な
子
ど
も
を
育
て

る
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
、
農
業
の
取
組
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

質
問

　
産
・
学
・
官
の
連
携
の
強
化
に
よ
り
、

実
証
実
験
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
取
組
を
通
じ
て
、
成
功
事

スマート農業

ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
の
推
進
を

町
長
／
農
業
版
i
c
d
の
活
用

教
育
長
／
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

例
を
作
る
こ
と
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
多
く
の
皆
さ
ん
方
に
関
心
を
ぜ
ひ

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
費
用
対
効
果

が
見
込
め
る
ツ
ー
ル
な
の
で
、
町
と
し

て
も
推
進
し
て
い
く
。

作業の負担が軽減されるスマート農機

質
問

　
令
和
５
年
第
９
回
定
例
会
で
、
本
町
独

自
の
キ
ャ
ッ
シ
ュレ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
提

案
し
、
町
長
は「
商
工
会
と
の
懇
談
会
で

話
が
出
れ
ば
、
無
論
、
行
政
と
し
て
も
支

援
す
る
」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
現
状
と
今

後
の
取
組
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に
、
キ
ャ
ッ

シ
ュレ
ス
検
討
調
査
事
業
を
計
上
し
て
い
る

の
で
、
商
工
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
検
討
、

調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　
本
町
で
慣
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
「
か

え
る
カ
ー
ド
」
の
よ
う
な
機
能
を
持
た

せ
て
、
地
域
内
経
済
循
環
、
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
い
か
に
地
域
内
経
済
循
環
に
つ
な
げ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
だ
。
そ
し
て
、

デジタル地域通貨

本
町
独
自
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

町
長
／
検
討
、調
査
を
進
め
て
い
き
た
い

本町で慣れ親しまれる「かえるカード」

皆
さ
ん
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
も

非
常
に
大
事
だ
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
と
思
う
。

　
商
工
会
と
よ
く
話
を
し
て
、
ど
う
い
っ

た
も
の
が
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
、
商
工
会
、
最
終
的
に
は

皆
さ
ん
方
に
も
、
こ
う
い
っ
た
形
で
進
め

た
い
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
た
い
と
思
う

の
で
、
少
し
時
間
を
も
ら
い
た
い
。
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質
問

①
こ
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
国
の
政
策
で
、

本
町
は
施
策
を
行
う
も
の
と
考
え
る
が

具
体
的
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

②
昔
か
ら
日
本
の
行
政
は
広
報
を
紙
で

配
布
さ
れ
て
い
る
。
近
年
騒
が
れ
て
い

る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
だ
が
、
人
に
知
ら
せ

る
手
段
は
紙
で
配
る
方
法
が
一
般
的
で

あ
り
、
調
べ
る
手
段
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
で
き
る
が
、
多
数
の
人
に
知

ら
せ
る
の
に
は
紙
だ
と
考
え
る
。
町
長

の
認
識
は
。

③
日
本
に
は
日
本
の
文
化
が
あ
る
。
今

の
社
会
は
、
情
報
が
垂
れ
流
し
で
あ
ふ

れ
て
い
る
状
況
で
、
情
報
を
知
る
手
段

は
携
帯
電
話
等
に
な
っ
て
い
る
。
読
む

選
択
肢
は
増
え
て
い
く
が
、
書
く
と
い

う
こ
と
が
置
き
去
り
に
な
っ
て
い
な
い

か
。
日
本
の
教
育
は
「
読
み
書
き
そ
ろ

ば
ん
」
と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
本
町
が
行
う
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

自治体ＤＸ

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は

町
長
／
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

　
　
　
　
業
務
効
率
が
メ
リ
ッ
ト
だ

④
本
町
の
職
員
は
５
５
０
人
だ
。
財
政

は
余
裕
が
な
い
中
で
や
り
く
り
し
て
い

る
と
聞
く
。
正
規
職
員
は
１
９
５
人
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
３
５
５
人
。
現

場
で
働
く
多
く
の
職
員
は
非
正
規
の
方

と
捉
え
ら
れ
る
。
待
遇
面
で
は
、
同
年

齢
で
比
較
し
て
差
が
大
き
い
。

　「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」
で
仕
事
の
効
率
化
が

進
め
ば
、
正
規
職
員
は
減
り
、
非
正
規

で
働
く
方
の
待
遇
も
上
が
る
の
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

の
向
上
や
、
業
務
の
効
率
化
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

②
紙
ベ
ー
ス
で
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

全
戸
に
配
布
し
て
い
る
。
同
時
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
。

③
役
場
内
部
で
は
プ
リ
ン
タ
ー
を
減
ら

す
こ
と
で
用
紙
、
ト
ナ
ー
、
リ
ー
ス
代
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
を
抑
え
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
自
分
で
文
字
を
書

八頭町本庁舎

く
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
面
で
は
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
は
一
長
一
短
が
あ
る
。

④
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
直
ち
に
正
職
員
の
減

少
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

と
捉
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
正
職
員
の
人
数
が
減
少
す
る

こ
と
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇

を
上
げ
る
と
い
う
認
識
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。
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質
問

　
担
い
手
育
成
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
農

業
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
み
て

は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
農
業
の
業
務
を
明
確
化
し
て
効
率
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
の
手
法
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農

業
を
活
用
し
た
「
農
業
版
i
c
d
」
を

導
入
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

　
八
頭
町
が
大
好
き
な
子
ど
も
を
育
て

る
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
、
農
業
の
取
組
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

質
問

　
産
・
学
・
官
の
連
携
の
強
化
に
よ
り
、

実
証
実
験
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
取
組
を
通
じ
て
、
成
功
事

スマート農業

ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
の
推
進
を

町
長
／
農
業
版
i
c
d
の
活
用

教
育
長
／
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

例
を
作
る
こ
と
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
多
く
の
皆
さ
ん
方
に
関
心
を
ぜ
ひ

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
費
用
対
効
果

が
見
込
め
る
ツ
ー
ル
な
の
で
、
町
と
し

て
も
推
進
し
て
い
く
。

作業の負担が軽減されるスマート農機

質
問

　
令
和
５
年
第
９
回
定
例
会
で
、
本
町
独

自
の
キ
ャ
ッ
シ
ュレ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
提

案
し
、
町
長
は「
商
工
会
と
の
懇
談
会
で

話
が
出
れ
ば
、
無
論
、
行
政
と
し
て
も
支

援
す
る
」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
現
状
と
今

後
の
取
組
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に
、
キ
ャ
ッ

シ
ュレ
ス
検
討
調
査
事
業
を
計
上
し
て
い
る

の
で
、
商
工
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
検
討
、

調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　
本
町
で
慣
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
「
か

え
る
カ
ー
ド
」
の
よ
う
な
機
能
を
持
た

せ
て
、
地
域
内
経
済
循
環
、
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
い
か
に
地
域
内
経
済
循
環
に
つ
な
げ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
だ
。
そ
し
て
、

デジタル地域通貨

本
町
独
自
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

町
長
／
検
討
、調
査
を
進
め
て
い
き
た
い

本町で慣れ親しまれる「かえるカード」

皆
さ
ん
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
も

非
常
に
大
事
だ
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
と
思
う
。

　
商
工
会
と
よ
く
話
を
し
て
、
ど
う
い
っ

た
も
の
が
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
、
商
工
会
、
最
終
的
に
は

皆
さ
ん
方
に
も
、
こ
う
い
っ
た
形
で
進
め

た
い
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
た
い
と
思
う

の
で
、
少
し
時
間
を
も
ら
い
た
い
。
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質
問

　

地
震
大
国
の
日
本
列
島
、
近
年
大
災

害
が
起
き
、
能
登
半
島
地
震
で
は
、
早

急
な
復
旧
・
復
興
が
求
め
ら
れ
る
。

①
本
町
の
地
震
対
策
へ
の
考
え
と
公
共

施
設
や
家
屋
等
の
耐
震
化
率
向
上
は
。

②
防
災
会
議
で
女
性
委
員
割
合
の
現
状

と
、
内
閣
府
の
目
標
値
の
取
組
は
。

③
避
難
所
運
営
の
考
え
と
現
状
は
。
避

難
所
の
環
境
整
備
へ
の
備
蓄
品
等
、

「
Ｔ
・
Ｋ
・
Ｂ
」
の
見
解
は
。

④
被
災
者
へ
の
心
の
ケ
ア
対
策
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

地
震
へ
の
備
え
と
発
生
時
の
行
動
、

建
物
の
耐
震
化
が
重
要
だ
。
集
落
や
関

係
機
関
で
防
災
学
習
会
を
行
い
、
防
災

マ
ッ
プ
に
記
載
が
あ
り
確
認
い
た
だ
き

た
い
。
令
和
４
年
３
月
「
八
頭
町
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
を
改
定
し
た
。
令
和

２
年
度
の
住
宅
耐
震
化
率
は
約
66
％
、

町
有
施
設
は
約
88
％
だ
。
住
宅
の
耐
震

化
は
、
診
断
・
改
修
を
含
む
耐
震
関
係

補
助
を
設
け
町
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

見
守
り
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
対
応
は
、
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
支
援
チ
ー
ム
と
連
携
、

心
の
ケ
ア
対
策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

正
月
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
で

は
、
家
屋
の
耐
震
化
が
生
死
を
分
け
た

と
い
わ
れ
て
い
た
。
本
町
の
耐
震
化
率

は
県
内
で
14
位
と
新
聞
に
出
て
い
た
。

　

本
町
の
地
域
防
災
計
画
の
中
で
「
耐

震
化
の
必
要
性
と
補
助
制
度
の
周
知
が

不
十
分
で
あ
り
、
学
習
会
や
説
明
会
の

開
催
が
耐
震
化
を
進
め
る
有
効
な
手
段

と
分
か
っ
た
」
と
出
て
い
た
。
３
月
の

広
報
や
ず
に
出
て
い
た
が
、
補
助
制
度

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
回
の
地
震
で
、
耐
震
助
成
の
事
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
周
知
不
足
は

否
め
な
い
が
、
定
期
的
に
広
報
等
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
昨
年
は
13
件
の
耐

震
関
係
の
助
成
活
用
が
あ
っ
た
。
な
か

な
か
改
修
工
事
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
。
令
和
４
年
は
、14
件
診
断
等
が
あ
っ

た
。

質
問

　

東
日
本
大
震
災
が
13
年
目
に
な
る
。

火
災
の
発
生
要
因
の
５
割
が
、
電
気
関

係
の
出
火
と
い
わ
れ
て
い
る
。
能
登
半

防災対策

補
助
制
度
の
周
知
を

町
長
／
町
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

　
　
　

補
助
利
用
の
周
知
を
す
る

で
補
助
制
度
の
周
知
を
し
た
い
。

②
昨
年
開
催
の
八
頭
町
防
災
会
議
で
、

女
性
委
員
の
割
合
は
30
・
４
％
。
内
閣

府
の
目
標
値
の
30
％
を
超
え
た
。

③
対
策
本
部
で
避
難
所
対
応
職
員
と
場

所
を
決
定
し
、
開
設
用
物
品
を
職
員
が

持
参
し
避
難
所
へ
向
か
い
、
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

　

運
営
職
員
に
は
、
極
力
女
性
職
員
を

入
れ
、
女
性
避
難
者
の
方
の
相
談
が
受

け
ら
れ
る
体
制
で
、
必
要
物
品
等
避
難

さ
れ
た
方
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
様
対

応
す
る
。「
Ｔ
・
Ｋ
・
Ｂ
」
の
ト
イ
レ
、

衛
生
関
係
キ
ッ
チ
ン
、
ベ
ッ
ド
、
睡
眠

の
関
係
物
品
を
整
備
。
非
常
食
、
保
存

水
は
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で
食
品
ロ

ス
に
な
ら
な
い
様
備
蓄
し
て
い
る
。

④
能
登
半
島
地
震
の
支
援
を
し
た
保
健

師
の
活
動
報
告
で
は
、
避
難
所
や
各
家

庭
を
訪
問
し
、
質
問
票
等
を
用
い
て
被

災
者
の
心
と
体
の
状
態
を
確
認
し
て
い

る
。
医
師
等
で
構
成
す
る
「
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
専
門
支
援
チ
ー
ム
」
と
情
報
共
有

し
、
医
療
の
要
否
の
見
立
て
や
傾
聴
、

島
地
震
で
も
家
屋
が
倒
れ
て
火
災
が
多

数
あ
っ
た
。
本
町
で
も
家
具
の
転
倒
防

止
対
策
や
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置

す
る
様
な
公
費
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

タ
ン
ス
等
の
転
倒
防
止
は
取
り
組
ん

だ
経
過
は
あ
る
が
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

は
承
知
が
な
い
の
で
、
検
討
し
た
い
。台風7号で被害があった私都の河川や田
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質
問

　

本
町
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
森
林
調
査
事
業
に
関
係
機
関
と
連
携

し
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
町
内
に
は
８

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
人
工
林
が
植
栽
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
森
林
が
世
代
交
代
、
木

材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
所
有
者
の
関
心

が
低
く
な
っ
て
い
る
。
森
林
は
木
材
生

産
機
能
だ
け
で
な
く
環
境
保
全
機
能
も

あ
る
。
町
内
の
森
林
の
樹
齢
は
大
半
60

～
70
年
に
達
し
て
い
る
。
利
用
可
能
な

森
林
が
大
半
で
あ
る
。
こ
の
森
林
を
管

理
す
る
た
め
に
は

〇
零
細
分
散
し
て
い
る
森
林
の
集
約

〇
作
業
道
の
開
設

〇
森
林
管
理
の
担
い
手
の
育
成

〇
地
域
材
の
積
極
利
用
等

が
必
要
と
考
え
る
。

　

町
長
に
こ
れ
ら
の
取
組
の
所
見
を
伺

う
。

①
森
林
環
境
譲
与
税
の
実
績
と
今
後
の

見
込
み
は
。

②
今
ま
で
森
林
環
境
譲
与
税
で
取
り
組

ま
れ
た
事
業
は
。

の
方
が
町
に
作
業
委
託
の
希
望
が
あ

る
。

③
八
頭
町
の
森
林
の
筆
数
は
、
２
万
５

千
筆
あ
る
が
大
半
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未

満
で
あ
る
。
森
林
整
備
を
経
済
的
効
率

的
に
進
め
て
い
く
上
に
は
森
林
の
集
約

は
不
可
欠
で
あ
り
、
森
林
所
有
者
の
合

意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。
森
林
の
集
約

に
取
り
組
む
森
林
組
合
を
は
じ
め
と
す

る
事
業
体
の
取
組
を
支
援
す
る
。

　

森
林
整
備
に
関
す
る
補
助
対
象
面
積

が
３
反
以
上
か
ら
１
反
以
上
に
緩
和
さ

れ
た
が
、
相
続
登
記
が
で
き
て
い
な
い

森
林
、
ま
た
、
共
同
所
有
の
共
有
林
の

問
題
も
あ
る
。

　

零
細
な
森
林
の
集
約
は
重
要
な
問
題

と
し
て
承
知
し
て
お
り
、
そ
れ
の
新
し

い
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
事
業
者
の
方
々

と
協
議
す
る
。

④
地
域
材
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
制
定

し
て
る
「
八
頭
町
森
林
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
三
本
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
森
林
の

恵
み
を
活
か
す
」
と
定
め
て
い
る
。

　

町
産
材
の
活
用
と
し
て
木
育
事
業
の

推
進
を
目
指
し
誕
生
祝
品
の
木
の
お
も

ち
ゃ
、「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
に
お
い

て
は
木
製
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
贈
呈
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
よ
り
新
規
事
業

と
し
て
「
八
頭
町
産
材
利
用
促
進
事
業
」

を
創
設
し
、
八
頭
町
産
の
木
材
を
使
用

し
た
住
宅
建
設
に
対
し
部
材
購
入
費
を

森林整備

森
林
整
備
の
推
進
は

町
長
／
森
林
環
境
保
全
税
の

　
　
　

有
効
活
用

③
零
細
な
森
林
の
集
約
対
策
は
。

④
地
域
材
の
活
用
支
援
策
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
令
和
元
年
度
か
ら
段
階
的
に
譲
与
さ

れ
５
年
間
で
１
億
４
千
万
円
譲
与
さ
れ

５
年
間
で
事
業
執
行
額
は
１
億
１
千
万

円
で
執
行
率
は
80
％
だ
。
未
執
行
の
３

千
万
円
は
後
年
の
森
林
整
備
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
い
る
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
よ
り
４
，
８
８

０
万
円
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
を

予
定
し
て
い
る
。

②
森
林
整
備
の
取
組
と
し
て
は
、
森
林

座
談
会
を
開
催
し
森
林
経
営
管
理
制
度

の
推
進
、
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
の

実
施
、
森
林
情
報
の
解
析
、
林
地
台
帳

の
整
備
を
実
施
す
る
と
共
に
危
険
木
の

伐
採
助
成
、
木
材
搬
出
作
業
道
の
修
繕

等
の
各
事
業
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
利
用
促
進
関
係
で
は
、

公
共
施
設
の
木
造
化
の
推
進
、
木
の
お

も
ち
ゃ
の
贈
呈
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

意
向
調
査
に
よ
れ
ば
所
有
者
の
８
割

船岡殿山林 山上貯木場

前田　幸己 議員

助
成
す
る
。
こ
の
事
業
は
鳥
取
県
で
実

施
さ
れ
て
い
る
県
産
材
利
用
促
進
事
業

の
助
成
に
上
乗
せ
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

大
災
害
の
備
え
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質
問

　

以
前
の
定
例
会
で
、「
八
頭
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
場
か
ら
舞
い
上
が
る
砂
塵
が

周
辺
集
落
の
住
宅
に
吹
き
付
け
て
、
環

境
の
悪
化
が
生
じ
て
い
る
。
根
本
的
な

解
決
策
の
実
施
を
県
に
要
請
す
る
べ
き

で
は
」
と
一
般
質
問
し
た
こ
と
に
対
し

て
町
長
は
「
高
校
の
対
応
を
見
な
が
ら

県
に
要
請
す
る
」
と
答
弁
し
た
。

要
請
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
１
台
の
導
入
以
外

に
状
況
は
変
化
な
し
だ
。
芝
生
化
改
修

の
予
算
も
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。
要

望
は
改
め
て
学
校
と
話
を
す
る
。

質
問

　

砂
塵
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
健

康
に
影
響
を
生
じ
る
と
思
う
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

健
康
の
障
害
に
繋
が
る
と
思
う
。
こ

の
大
問
題
は
学
校
側
も
し
っ
か
り
と
把

砂塵の解決対策

八
頭
高
等
学
校
へ
の

要
請
の
進
捗
状
況
は

町
長
／
状
況
は
変
わ
り
な
い
が

　
　
　
　

要
望
は
改
め
て
話
を
す
る

握
し
て
い
る
と
思
う
。
健
康
面
や
洗
濯

物
が
干
せ
な
い
、
住
宅
の
壁
の
変
色
等
、

様
々
な
状
況
も
伝
え
た
い
。

質
問

　

町
長
は
以
前
の
定
例
会
で
、「
根
本
的

な
対
策
は
芝
生
化
だ
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
芝
生
化
の
検
討
は
再
度
言
わ
れ
る

の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

話
の
中
で
出
て
く
る
と
思
う
。

砂塵が飛ぶ八頭高校サッカーグラウンド 川西　聡 議員

質
問

　

船
岡
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

関
し
て
は
、
平
成
元
年
12
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
同
僚
の
議
員
が
取
り
上
げ

た
。
町
長
は
答
弁
で
「
現
状
は
難
し
い
」

と
し
て
難
色
を
示
し
た
。
同
僚
議
員
の

主
な
視
点
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

分
け
隔
て
な
い
議
会
傍
聴
だ
っ
た
。

　

地
方
議
会
を
見
れ
ば
、
車
椅
子
の
支

援
が
必
要
な
方
が
当
選
し
て
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
し
た
議
場
で
研
鑽
を
積
み
、

住
民
の
声
を
届
け
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

本
町
で
も
車
椅
子
の
支
援
が
必
要
な

方
が
議
員
に
な
っ
た
際
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
必
要
に
な
る
。

①
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
検
討
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

②
３
庁
舎
の
各
所
に
お
け
る
ス
ロ
ー
プ

や
手
摺
り
の
設
置
状
況
、
将
来
の
計
画

等
を
問
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
現
在
も
同
様
に
現
状
で
の
設
置
は
難

し
い
と
考
え
る
。
今
年
度
か
ら
、
３
庁

バリアフリー対策

船
岡
庁
舎
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を

町
長
／
今
後
の
庁
舎
機
能
と
併
せ
て

　
　
　

施
設
整
備
を
検
討
す
る

舎
の
機
能
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
の
施
設
整
備
を
含
め
て
全

町
的
に
検
討
す
る
。

②
３
庁
舎
と
も
ス
ロ
ー
プ
は
玄
関
前

に
、
手
摺
り
は
ス
ロ
ー
プ
と
庁
舎
内
の

階
段
に
設
置
し
て
あ
る
。
将
来
の
計
画

は
庁
舎
機
能
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中

で
考
え
た
い
。

質
問

　

船
岡
庁
舎
が
出
来
た
の
は
平
成
元
年

10
月
で
、
耐
用
年
数
が
50
年
と
し
て
後
10

年
以
上
残
っ
て
お
り
、
耐
用
年
数
は
延
び

る
確
率
が
高
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は

立
派
な
「
合
理
的
配
慮
」
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

議
会
棟
と
本
庁
舎
が
一
つ
に
な
っ
て

い
な
い
の
は
県
下
で
本
町
だ
け
だ
。
３

庁
舎
の
在
り
方
の
中
で
検
討
し
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
見
直
し

住
民
の
諸
要
求
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質
問

　

国
道
29
号
線
以
南
の
堀
越
か
ら
門

尾
、
下
門
尾
、
フ
ロ
ー
ラ
ル
、
加
茂
町
、

福
本
、
郡
家
北
区
か
ら
Ｊ
Ｒ
郡
家
駅
を

経
て
国
道
29
号
線
を
経
て
堀
越
に
向
か

う
循
環
ル
ー
ト
を
新
設
し
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

私
都
線
と
大
江
線
を
鳥
取
自
動
車
に

委
託
し
、
直
営
で
、
大
御
門
国
中
線
な

ど
の
5
路
線
を
ハ
イ
エ
ー
ス
3
台
で
運

行
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
転
を
委
託
、
本
業
の
タ
ク
シ
ー
の
運

行
も
あ
り
現
状
で
は
、
運
転
士
の
確
保

が
困
難
な
状
況
、
バ
ス
路
線
の
新
設
は
、

す
ぐ
に
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
今
後
、

総
合
的
な
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て

は
バ
ス
に
限
定
し
な
い
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

質
問

　

や
ず
バ
ス
の
新
ル
ー
ト
の
実
証
実

験
、
及
び
今
年
度
予
定
し
て
い
た
自
動

運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
の
現
状
は
。

待
ち
や
予
約
で
き
な
い
現
状
だ
。
Ｊ
Ｒ

郡
家
駅
の
始
発
か
ら
最
終
便
迄
の
営
業

体
制
確
保
の
対
策
は
出
来
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

現
在
、
郡
家
営
業
所
の
タ
ク
シ
ー
は

午
前
7
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
の

営
業
時
間
を
8
台
の
タ
ク
シ
ー
と
12
人

の
運
転
手
で
町
営
の
や
ず
バ
ス
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
含
め
た
中
で
シ
フ
ト
を

組
み
対
応
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
毎
年
1
割
程
度
減
少
し
続

け
コ
ロ
ナ
禍
で
3
割
減
少
、
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
は
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
改
め
て
営
業
時

間
に
つ
い
て
相
談
し
た
が
、
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
か
ら
対
応
が
難
し
い
と
の
回

答
で
あ
り
、
現
状
で
は
困
難
と
考
え
る
。

質
問

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
も
言
え
る
手

に
取
っ
て
の
買
い
物
や
、
友
人
知
人
と

の
食
事
な
ど
希
望
の
時
間
帯
に
配
車
が

で
き
ず
時
間
待
ち
や
予
約
が
取
り
づ
ら

い
。
今
、
車
両
が
な
い
か
ら
と
30
～
40

分
待
ち
が
常
態
化
し
て
る
。

　

や
ず
バ
ス
が
通
れ
ば
即
解
決
で
き
る

と
思
う
が
、
Ｊ
Ｒ
の
南
側
の
各
集
落
も

20
～
30
年
も
経
過
し
た
ら
高
齢
者
問
題

が
課
題
と
な
る
事
が
予
測
さ
れ
る
が
自

動
運
転
バ
ス
の
導
入
は
。

住民に優しい
まちづくり

高
齢
者
の
願
い
の

や
ず
バ
ス
を

町
長
／
環
境
整
備
に
努
力
す
る

答
弁　

吉
田
町
長

　

既
存
の
ル
ー
ト
を
運
行
し
な
が
ら
の

運
行
で
あ
り
新
た
な
バ
ス
運
転
手
の
確

保
が
必
要
と
な
り
、
現
状
で
は
難
し
い

と
考
え
る
。
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
の
再
配
置
等
に
伴
い
随
時
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験

に
つ
い
て
は
、
現
ボ
ー
ド
リ
ー
社
と
連

携
協
定
を
締
結
し
て
町
内
で
実
証
実
験

を
行
っ
た
経
過
も
あ
る
。
そ
の
後
、
技

術
開
発
も
進
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
雪

や
踏
切
な
ど
の
課
題
が
あ
り
降
雪
量
の

多
い
本
町
で
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

感
じ
る
が
現
在
も
ボ
ー
ド
リ
ー
社
と
は

情
報
交
換
、
共
有
し
て
い
る
。

　

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
新
た
な
取
組

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

Ｊ
Ｒ
郡
家
駅
は
本
町
の
玄
関
口
だ

が
、
早
朝
や
夕
方
7
時
以
降
は
タ
ク

シ
ー
営
業
を
し
て
い
な
い
の
で
利
用
で

き
な
い
。
昼
間
の
時
間
帯
で
も
長
時
間

答
弁　

吉
田
町
長

　

地
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
が
あ

り
、
そ
こ
だ
け
に
限
っ
た
問
題
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
買
い
物
も
医
療
機

関
の
関
係
も
、
公
共
交
通
の
課
題
も
、

も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

やずバス

山根張太郎 議員
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質
問

　

元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は

多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
た
。
災
害
に
対

す
る
備
え
や
意
識
が
大
切
に
な
る
。
八

頭
町
地
域
防
災
計
画
を
問
う
。

①
防
災
講
演
会
や
防
災
教
室
な
ど
の
開

催
状
況
は
。

②
女
性
委
員
の
有
無
及
び
視
点
は
活
か

さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

①
令
和
５
年
度
の
防
災
学
習
会
は
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
等
を
含
め
13
の
会
場

で
開
催
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
若
干
減
少

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
各
集
落
で
開
催
さ
れ
る
よ

う
周
知
す
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
専
門
の

講
師
を
招
き
防
災
学
習
会
を
開
催
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

女
性
委
員
の
割
合
は
、
30
・
４
％
だ
。

防
災
計
画
の
中
に
は
女
性
の
視
点
が
大

切
で
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
も
同
様
と

考
え
て
い
る
。

質
問

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
県
は
「
あ
い
サ

ポ
ー
ト
運
動
」
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い

く
方
針
と
報
道
さ
れ
た
。
本
町
の
取
組

を
問
う
。

①
あ
い
サ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
本
町
独
自

の
取
組
は
。

②
手
話
の
普
及
啓
発
は
。

③
学
校
教
育
の
手
話
の
学
び
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
本
町
の
役
場
は
平
成
26
年
３
月
に
あ

い
サ
ポ
ー
ト
団
体
と
し
て
認
定
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
社
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
養
成
研
修
を
実
施
し
、
登
録
者
数
は

３
７
７
人
。
障
が
い
の
理
解
を
促
進
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
共
催
し
て
い
る
。

②
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
手
話
を
知

り
、
触
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。
県
東
部

で
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
を
実
施
。
登

録
者
数
は
47
人
だ
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

③
小
学
校
、
中
学
校
で
総
合
の
時
間
を

地域防災計画

あいサポート運動

防
災
学
習
会
は

本
町
の
手
話
言
語
条
例
の

制
定
は

町
長
／
機
会
が
あ
れ
ば

　
　
　

専
門
家
を
招
き
た
い

町
長
／
機
運
の
醸
成
と
合
致
す
れ
ば

　
　
　

制
定
し
や
す
い

質
問

　

専
門
家
の
講
演
は
可
能
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

消
防
署
の
方
や
、
前
も
っ
て
話
を
す

れ
ば
自
衛
隊
の
方
も
可
能
だ
と
思
う
。

質
問

　

防
災
マ
ッ
プ
を
使
い
家
庭
学
習
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

マ
ッ
プ
の
一
番
最
後
の
と
こ
ろ
を
家

庭
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。

使
い
手
話
に
触
れ
る
、
学
ぶ
学
習
を
し

て
い
る
。

質
問

　

本
町
に
お
い
て
「
手
話
言
語
条
例
」

を
制
定
す
る
こ
と
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

機
運
の
醸
成
と
合
致
す
れ
ば
制
定
は

し
や
す
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進

防災教室でカレー作り

にじいろフェスタ
（八東体育文化センター）

森　亜紀子 議員
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マイナ保険証に12月２日から移行

質
問

　

令
和
５
年
６
月
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

―
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
改
正
ナ
ン
バ
ー
法
が
成
立
し
、

今
年
の
秋
以
降
は
健
康
保
険
証
が
廃
止

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
推
進
、
普

及
状
況
は
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い

人
へ
の
対
応
は
。

③
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
で
、
今
ま
で
の

保
険
証
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
交
付
率
は
80
％
、
申
請
率
は
82
％
で

あ
り
、
引
き
続
き
取
得
の
推
進
を
す
る
。

②
健
康
保
険
証
廃
止
後
、
最
長
１
年
間

は
有
効
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
保
険
証
廃
止
後
は
、
代
わ
り
と
な

る
資
格
確
認
書
を
発
行
す
る
。

③
引
き
続
き
有
効
期
限
ま
で
は
保
有
し

て
も
ら
い
た
い
。

質
問

　

内
閣
府
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
15
歳

か
ら
64
歳
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

人
は
、
全
国
で
１
４
６
万
人
、
50
人
に

１
人
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
何
等

か
の
社
会
情
勢
や
社
会
的
要
因
か
ら
ひ

き
こ
も
り
は
誰
も
が
い
つ
か
ら
で
も
な

り
う
る
状
態
で
あ
り
、
自
分
や
家
族
と

も
無
関
係
で
な
い
こ
と
が
改
め
て
デ
ー

タ
で
示
さ
れ
た
。

①
ひ
き
こ
も
り
支
援
対
象
者
の
実
態
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て
学
び
、
ひ
き
こ
も

り
は
長
く
本
人
の
甘
え
、
親
の
甘
や
か
し

と
い
う
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
と
聞
い

た
。
ひ
き
こ
も
り
の
偏
見
への
所
見
は
。

②
重
層
的
支
援
体
制
は
。

③
相
談
支
援
の
あ
り
方
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
一
人
ひ
と
り
の
背
景
を
把
握
し
、
本

人
や
家
族
に
寄
り
添
う
支
援
、
正
し
い

理
解
、
人
間
関
係
の
再
構
築
が
重
要
だ
。

②
福
祉
課
を
中
心
に
保
険
課
や
町
民
課

な
ど
と
協
議
し
て
い
く
体
制
整
備
を
進

め
て
い
る
。

③
相
談
し
た
く
て
も
出
来
な
い
人
へ

マイナ保険証

ひきこもり相談窓口

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の

保
険
証
移
行
は

ひ
き
こ
も
り
支
援
体
制
の
整
備
を

町
長
／
今
年
の
12
月
２
日
か
ら

　
　
　

移
行
す
る

町
長
／
親
身
に
な
っ
て
相
談
を
受
け
る

質
問

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
使
用
方
法
、
情
報

提
供
に
つ
い
て
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
や
ず
に
特
集

を
組
ん
で
情
報
提
供
を
行
う
。

は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
継
続
的
な
伴
走

支
援
を
実
施
す
る
。

質
問

　

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
は
、
属
性
、

世
代
を
問
わ
な
い
相
談
を
受
け
止
め
る

こ
と
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
ひ
き
こ
も

り
状
態
の
方
の
受
け
入
れ
に
必
要
だ
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
は
、
相
談
、

参
加
、
地
域
づ
く
り
が
基
に
な
っ
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
実
施
と
し
て
い
る
。

質
問

　

町
民
の
方
に
、
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
、
温
か
く
見
守
る
対

策
を
行
う
こ
と
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
１
日
も
早

い
社
会
復
帰
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い

と
思
う
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

図
書
館
の
あ
り
方

栄田　秀之 議員
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再
生
紙
と
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
印
刷
し
て
い
ま
す

※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。

　
年
明
け
早
々
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
今
定
例
会
で

は
、
本
町
の
防
災
体
制
の
充
実
を
訴

え
る
議
員
が
多
く
い
ま
し
た
。
自
助
、

共
助
の
備
え
が
必
要
な
こ
と
を
再
認

識
し
、
議
会
で
は
議
会
内
の
非
常
時

の
行
動
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
今
回
は
、
医
療
と
買
物
環

境
に
関
す
る
「
請
願
」
が
出
さ
れ
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
初
の
定

例
会
で
し
た
が
、
内
容
が
分
か
り
や

す
く
伝
わ
る
よ
う
編
集
を
心
掛
け
ま

し
た
。
今
後
も
手
に
取
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
作

成
を
目
指
し
ま
す
。�

（
記
：
矢
部
　
啓
祐
）

委
員
長
　
　
緒
方
　
陽
紀

副
委
員
長
　
森
　
亜
紀
子

委
員
　
　
　
前
田
　
幸
己

委
員
　
　
　
矢
部
　
啓
祐

委
員
　
　
　
灘
口
　
茂
郎

委
員
　
　
　
川
西
　
　
聡

委
員
　
　
　
奥
田
の
ぶ
よ

垣本 雅史さん　「一度見に行って欲しい町議会」

木下 優子さん　「議員と会話を」

　「議会モニター」に参加してからは、以前よりも議会を傍聴することも増え
ました。
　町議会にはあまりいいイメージを持っていませんでしたが、実際に議会に
足を運んでみると、いい方向にイメージが変わりました。議会の中での議論

は適正に行われていますし、よりよい議会にしていこうとされています。八頭町議会はYouTube
でも公開されていますので、ぜひ一度見てもらいたいです。

　議会を初めて傍聴したのは、議会モニターをさせていただく前でしたが、
何かニコニコして傍聴させていただいたのを覚えています。自ら、議会に線
引きをして関心を持たないのは残念のような気がします。町民のための議会
ですので一度、傍聴にトライしてみてはいかがでしょうか。議員の皆様には、

町民の集う場所にお出かけいただき、町民の声を漏らさず聞き、よりよい八頭町を目指していた
だきたいです。

編 集 委 員

本会議はケーブルテレビで生中継しています
議会の傍聴をしてみませんか

なお、定例会の本会議はインターネット配信もしています

議会、議会だよりに関する意見、ご要望をお寄せください。

TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

編
集
後
記

議会モニターさんの声
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